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は C じ め に 


「TheMenu2」 は 、 ハ ー ド ディ スク の 中 に い 
ろ い ろ な ソフ ト を 組み 込み 、 そ れ を メニ ュー か ら の 選 
択 で ワン タッ チ で 呼び 出せ る 、 ス ピー ディ ー な ユー ザー 
環境 を つく る た め の ハ ー ド ディ スク メニ ュー ソフ トウ ェ 
ア で す 。 様々 な アプ リケーション の 、 異 な っ た 環境 を 
整え る た め に 、 新 開発 の 「 ダ イナ ミッ クコ ン フ ィ グ レー 
ショ ン 」 機能 に より 、 ブ ロッ ク 型 デバ イス ドラ イ バ の 
組み 込み (アド ドラ イブ 機能 ) や F 1 LES 数 、BU 
FF ERS 数 の 変更 が 実現 され て いま す 。 ま た 、 従 来 
の 1BF (イン スト ー ル ・ バ ッ チ ・ フ ァイル ) ファ イ 
ル に よる 組み 込み の 他 に 、 ダ イレ クト 登録 機能 や 多重 
登録 機能 に より 、 幅 広い 組み 込み 方 式 の 対応 が 可能 に 
な っ て いま す 。 

また 、 広 が りつ つ あ る ハー ド デ ィ スク の 活用 方 法 と 
し て 、 仕 事 を イン デック ス で 管理 し 、 メ ニュ ー を 仕事 
環境 の 整備 を お こ な う 道具 と し て 使う こと を 、 応 用 編 
で ご 提案 いた し て お り ま す 。 皆 様 の お 仕事 に 大 い に 活 
用 し て いた だ きた いと 願っ て や み ま せ ん 。 
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製品 内 容 に つい て 


ユー ザー 登録 で 落 吉 を 下 に つい で 


フロ ッッ ピー ディ ズ スク 1 枚 


5 イン チ 又 は 3. 5 イン チ 「TheMenu2」 シ 


ステ ム デ ィ ス ク が 1 枚 。 


取扱 説明 書 1 冊 


「TheMenu2」 の 使用 方 法 を 記述 し た 、 こ の 


評 アグ 少 で す 。 


ユー ザー 登録 カー ド 1 枚 


ユー ザー 登録 ハガキ と お 客 様 の 控え で す 。 切 り 放し 


て 、 ユ ー ザ ー 登 録 ハ ガキ を ご 記入 の 上 ご 返送 下さ い 。 


本 製品 に は 、 ユ ー ザ ー 登 録 ハ ガキ が 添付 され て お り 
ます の で 、 必 ず 返 送 し て 下さ い 。 

返送 し て いた だ いた ハガキ を も と に ユー ザー 登録 を 
お こ な わ させ て いた だ きま す の で 、 返 送 さ れ な い 場 合 
に は ユー ザー サポ ー ト が 受け られ な く な り ま す 。 

な お 、 ユ ー ザ ー 登 録 ハ ガキ の 記入 は 模 書 で 丁寧 に 
出来 る だ け 詳し く ご 記入 下さ い 。 

特に 、 ご 住所 、 お 名 前 、 お 電話 番号 は 正確 に お 願い 
致し ます 。 郵 便 番 号 も お 忘れ な く 。 


/ ュー アー タタ ッ ー/ 
/ テ ッッ 4wZ PPW コ 2 9/77】 
3233/77 ブ 還 ワ アア / 


登録 カー ド は 
大 切 に 保管 し て くだ さい 


切り は な し て 


ュー ザー 登録 ハガキ に 記入 の うえ 
返送 し て くだ さい 


ユー ザー 登 録 カ ー ド 

| カカ eA2 

| EYE-TMee | 
CCT 


切手 は いり ませ ん 


マニ ュ ア ル の 読み 方 と 使用 機種 に つい て 


「TheMenu2」 の マニ ュ ア ル は 、 前 半 部 「 機 能 解 説 編 」 と 後半 部 「 応 用 編 」 の 2 部 構成 に な っ て お り ま す 。 

前 半 部 「 機 能 解説 編 」 で は 、「TheMenu2」 の イン スト ー ル 及び 「TheMenu2」 の 各 機 能 の 使い 方 
に つい て 、 解 説 し て お り ま す 。 各 機能 の 使い 方 に つい て は 、 機 能 項 目 ご と に リフ ァ レ ンス 形式 で 解説 を まとめ て お 
り ま す の で 、 必 要 な 箇所 を 参照 し て くだ さい 。 

後半 部 「 応 用 編 」 で は 、「TheMenu2」 の 発展 的 利用 方 法 の ひと つ を ご 提案 させ て 頂く た め に 作成 致し ま 
し た 。 単に プロ グラ ム を 起動 する だ け の メニ ュー で は な く 、 ユ ー ザ ー 様 の 毎日 の お 仕事 を 、 こ の メニ ュー の 上 で 効 
率 よく 分 類 、 管 理 し て 頂く よう な 方 法 を ご 提案 致し て お り ま す 。 メ ニュ ー の ひと つの 活用 法 と し て ご 参考 に な れ ば 
幸い で す 。 


な お 、 こ の 商品 は 、 機 種別 に 用 意 さ れ て お り ま す の で 、 必 ず お 使い の パソ コン 本 体 に あっ た 製品 を お 使い 下さ い 。 
それ ぞ れ の 製品 別 の 対応 機種 は 下記 の 通り で す 。 


PC-ー9800 シ リー ズ 用 


NEC 製 PC-ー980 1E プ FM 以降 の 640 メ 400 ド ッ ト の グラ フィ ッ ク 画 面 を 装備 し た 機種 。 
(初期 型 の PC 一 980 0 及び ハイ レゾ モー ド で は お 使い に な れ ま せん 。) 


EPSON 製 PC-ー286 シ リー ズ PC-ー386 シ リー ズ 
(但し 、 ハ イレ ゾ モ ー ド で は お 使い に な れ ま せん 。) 


リー3 1 00 シ リー ズ 用 


東芝 製 リー3100 シ リー ズ (Jー3300 シ リー ズ 使用 可能 


AX パー ソナ ルコ ンピュータ 用 


各社 AX パソ コン (ディ スプ レイ モー ド は AXー 1 で 動作 し て いま す 。) 


この マニ ュ ア ル は 、 3 機種 共通 に か か れ て お り ま す が 、 一 部 の キー の 名 称 が 、 機 種 に よっ て 異な っ て お り ま す 。 本 
文中 で は PC 一 980 0 の キー 表示 で 解説 致し て お り ま す の で 、 他 機種 の 場合 に は 下記 の よう に 読み か えて くだ さ 
い 。 
表 示 [PC-9800 ] [ J-3100 / AX -77 ル ユル "ュー ] 
・Return EN 全 F 
ROLL UMU PageUP 
・ROLL DOWN PageDown 
2IG 民有 Alt 
OO の PE PrintScreen 


回 
ご 
| 


だ ュー ッ ス テム の 侯 ス トー ルー に つい て 


〇 使用 機種 と 機器 構成 の 確認 
「TheMenu2」 は 、 機 種別 に 製品 が 用 意 さ れ て いま す 。 必 ず ご 使用 の 機種 に あっ た 物 を お 使い くだ さい 。 


NEC 製 PC-ー980 1 E ン FM 以降 の 6 40X400 ド ッ ト の グラ フィ ッ ク 画 面 を 装備 し た 機種 。 
(初期 型 の PCー980 1 及び ハイ レゾ モー ド で は お 使い に な れ ま せん 。) 


EPSON 製 PC-ー286 シ リー ズ , PC 一 88 6 ジ シリーズ 
(但し 、 ハ イレ ゾ モ ー ド で は お 使い に な れ ま せん 。) 


・MS-ーDOS は 、NEC 製 _V2.11/V3.1/V3.3/V3.3A/V3.3B/V3.3C また は 、EPSON 製 V2.11/V3.1 を お 使 
いく だ さい 。 


(MS-ーDOS V3.3C の ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル プロ グラ ム は 使用 し な いで くだ さい 。) 


リー3 1 00 シ リー ズ 用 


東芝 製 リー3 1 00 シ リー ズ 
・MS-ーDOS は 、V3.1 を お 使い くだ さい 。 (最近 の MS--DOS に 添付 され て いま す ハ ー ド ディ スク イン スト ー 
ルプ ログ ラム は 使用 し な いで くだ さい 。) 


各社 AX 仕様 パー ソナ ルコ ンピュータ (画面 モー ド は AXー 1 シス テム で 動作 いた し て お り ま す の で 、 AX メー 
1 シス テム 、AXー2 シ ステ ム 、 い ずれ で も 動作 致し ます 。) 
・MS-ーDOS は 、V3.21 を お 使い くだ さい 。 


MENU 
FEP 「TheMenu2」 で は 、 必 ず YMENU と YFEP の サブ ディ レク トリ を 必要 と し ます 。 こ の 2 つの サブ ディ レ 
AN クト リ は 概 定 値 で 、 必 ず 必 要 で す 。 YMENU の サブ ディ レク トリ に は 、 メ ニュ ー プ ログ ラム 本 体 と メニ ュー の 管理 
FEPIBF の た め の 各 種 の ファ イル が 収め られ て いま す 。  YFEP の サブ ディ レク トリ に は 、 さ ら に サブ ディ レク トリ YFEPO 
DEV 0  YFEP09 が 作成 され 、 そ れ ぞ れ 日 本 語 入力 F EP が 収め られ ます 。 
MSDOS また 、 イ ンス トー ルプ ログ ラム で 1BF フ ァイル の 転送 を 選ん だ 場合 に は 、 YDEFIBF の サブ ディ レク トリ 下 に 
各 | BF フ ァイル が 分 野 別 に 分 類 さ れ て 収め られ ます 。 
さら に 、 イ ンス トー ルプ ログ ラム で は 、 空 の サブ ディ レク トリ YDEV (共通 の デバ イス ドラ イ バ 格 納 用 ) 、 YMS 
DOS (MS 一 DO S の 各 ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム 格 納 用 ) の 2 本 を 作成 し ます 。 YDEV 、 YMSDOS の サブ ディ レ 
転送 7 ヵ 人 ル 例 転送 77 偽 例 クト リ に は 、 必 要 な MS 一 DOS の ファ イル を 転送 され て お 使い に な る こと を お 勧め 致し ます 。 


DISKCOPY.EXE MOUSE. SYS AX パー ソナ ルコ ンピュータ で は 、 YJA 、 YUS の 各 サ ブ デ ィ レ クト リ に 上 記 YMSDOS の ディ レク トリ に 収め ら 
FORMAT.EXE PRINT. SYS れる コマ ンド の 、 そ れ ぞ れ 日 本 語 版 と 英語 版 が 収め られ ます の で 、 そ の 仕様 に 従っ て 下さ い 。 A メ パーソ ナル コン 
CHKDSK.EXE RSDRV. SYS ピュー タ 用 イン スト ー ル プロ グラ ム で は 、 YMSDOS の サブ ディ レク トリ は 作成 し ませ ん 。 

…・ な ど sos が が 


〇 メニ ュー の イン スト ー ル 作業 に つい て (1 ) 各 機 種 に 応じ た 手順 で ハー ド デ ィ スク を 初期 化 
し 、 領 域 確保 や パー ティ ショ ン の 作成 を お こ な っ て 、 
ハー ド デ ィ スク か ら MS-ーDOS が 起動 する よう に し 


ハー ド デ ィ スク の 初期 化 、 領 域 確保 な ど を ます 。 
お こない 、MS--ーDOS を ハー ド デ ィ スク (詳し く は 各 機 種 の 取扱 説明 書 な ど を 参照 し て 下さ い 。 
より 起動 する 。 な お 、 固 定 デ ィ ス クセ ッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ ー の 
中 に は 、 ル ー ト ディ レク トリ に すべ て の ファ イル を 転 
] 送 し て し まう よう な も の が あり ます が 、 こ れ は お 使い 
に な ら な いで 下さ い 。) 
「TheMenu2」 の シス テム ディ スク 〈2) ハー ド デ ィ スク か ら 再 起動 後 、「TheMe 
より 、SETUP プ ログ ラム で 組み 込み を nu2」 の は いっ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に 
お こ な う 。 差し 込み 、 カ レン トド ライ ブ を その フロ ッ ピ ー デ ィ ス 


ク の は いっ た ドラ イブ に し ます 。 

(3) 「 SETUP A: 」 と 入力 し 、SETUP プ ログ 
ラム を 起動 し メニ ュー シス テム を 導入 し ます 。 SET 
リセ ッ ト を お こ な う か 電源 を 入れ な お し て UP に よる 作業 が 終り まし た ら 、 リ セッ ト を お こ な う 
シス テム を 再起 動 す る 。 か 、 電 源 を 入れ な お し て シス テム を 再起 動 し ます 。 

C AX パー ソナ ルコ ンピュータ と Jー3100 シシ 
リー ズ で は 、 ハ ー ド ディ スク が C ド ライ ブ に な り ま 
す の で 、「 SETUP C: 」 と 入力 し ます 。) 


〇 起動 画面 の 確認 と メニ ュー 環境 の 設定 
19331- ロ ヨー8 ロ nl 「TheMenu2」 の イン スト ー ル 作業 を 終え まし 
GiO9EO9 た ら 、 リ セッ ト ボ タン を 押し て (又は 、 リ セッ ト 操 作 
Ii 勃 失 震 CTRL | + | ALT | +| DEL | な ど を お こ な っ て ) MS 一 
まま ー DO S を 再起 動 し て 下さ い 。 こ の と き 、 フ ロッ ピー ド 

ライ ブ か ら フ ロッ ピー ディ スク を 抜い て お いて 下さ い 。 


「TheMenu2」 の 初期 画面 が 出 ま し た ら 、 フ ァ 
ンク ショ ン キ ー の | メニ ュー 環境 の 設定 | を 選択 
し 、 マ ウス の 使用 や 画面 の 反転 表示 な どの 設定 を お こ 
な っ て 下さ い 。 


OH 旧 「TheMe nu」 か ら の 入れ 替え に つい て 


旧 バ パー ジョ ン の 「TheMe nu」 な どの AZ 一 MO S 採 用 つの メニ ュー シス テム を すでに お 使い の 場合 に は 、 す で に 登録 済み の ア 
プリ ケー ショ ン に つい て は その まま 使用 で きま す 。 イ ンス トー ルプ ログ ラム は 、 メ ニュ ー シ ス テム の 入れ 替え と [ CONFIG.SYS ] フ ァ 
イル と [ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル の 書 替え を お こない ます 。[ CONFIG.SYS ] フ ァイル と [ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル は 各々 [ CONFIG.B 
AK ] フ ァイル と [ AUTOEXEC.BAK ] フ ァイル に 元 の 内 容 が 残っ て いま す 。 必要 に 応じ て B AK フ ァイル か ら の 書き 戻し を お こ な っ て く 
だ さい 。[ CONFIG.SYS ] フ ァイル に 必要 な 要件 は 、 以 下 の と うり で す 。 


FILES = 5 : ダ 付 y 急 7 イル ーッ ョ ッ で 指定 で きる FILES 数 の 最小 値 が 決り ます 。 (5 以上 ) 

BUFFERS =1 : グ 人 ドッ カルーy ョ ッ で 指定 で きる BUFFERS 数 の 最小 値 が 決り ます 。 (1 以上 ) 

LASTDRIVE = Z :DOS3.1 以 上 で 、7 ny2 型 デパ 人 カド 2 が の 組み 込め る 台数 が 決り ます 。 〈 全 トド 7 数 より 多く ) 

IBF ファ イル に つい て は 、 ハ ー ド ディ スク に 転送 する と き に は 以前 の ファ イル に 上 書き し ます 。 組み 込み 前 に YDEFIBF の サブ 
ディ レク トリ 中 の ファ イル は 消し て お く こ と を お 勧め し ます 。 


だ た ュ - ツ 27 ム の 機能 概説 一 全体 機能 の 説明 


キー ボー ド の か ら 人 F:1 に 割り 当て られ て い 
る 機能 の アイ コン 表示 で す 。 

キー ボー ド か ら 入 力 す る か 、 こ の アイ コン を マウ ス 
で クリ ッ ク す る と プル ダウ ン メ ニュ ー が 開き ます 。 各 
ファ ンク ショ ン キ ー メ ニュ ー の 詳細 は 次 頁 で 解説 いた 
し ます 。 


アプ リケーション 登録 画面 は 全部 で 3 0 ペー ジ あ り 
ます 。 左端 に 現在 の ペー ジ 番 号 が 反転 表示 され て いま 
す 。 ア プリ ケー ショ ン は 各 ペ ー ジ に 2 0 項目 登録 で き 
ます の で 、 メ ニュ ー 全 体 で 6 0 0 項目 まで 登録 で きま 
す 。 


FFP 


| 
| 
| 

| 


人 放電 1 
| 


1 に じ |0 、 ト け 10| の アイ コン は マウ ス で クリ ッ 
ク す る 事 で ペー ジ 切 替 を お こ な え ます 。 1 一 1 0 頁 
まで は 、| 1 | 0 | を 直接 クリ ッ ク す れ ば ダイ レク ト 


に 切替 で きま す 。 1 1 一 3 0 頁 ま で は 、 は 1 0 を 1 ー 
3 回 クリ ッ ク し て か ら [ 1 ト [ 0 を クリ ッ ク し ます 。 登録 アプ リケーション の 表示 


思え ば 、 | 5 ] と た 入力 すれ ば 1 5 頁 を 、FT 0 登録 され た アプ リケーション の 1 頁 分 2 0 項目 が 表 
3 と 入力 すれ ば 2 3 綱 を 析 定 し ます 。 示さ れ ま す 。 ア プリ ケー ショ ン の 起動 は 、 反 転 カー 
2 Ehao. 症 Ds ル を 起動 し た い 項 目 に 合わ せ て 、 回 キー を 押す か マ 
0 科 「1 握 宣 2908!N oe ウス の 左 ボ タン を 2 度 ク リッ ク し ます 。 


[9] を 直接 入力 し ます 。 1 1 ン 3 0 頁 ま で は 、 キー 
を 1 3 回 押し て か ら て [ 可 を 押し ます 。 例 えば 、 
と 入力 すれ ば 2 7 頁 に な り ま す 。 


ダイ ナミ ッ ク コ ン フ ィ グ レー ショ ン 機 能 と EMS 対 応 


〇 ダイ ナミ ッ ク コ ン フ ィ グ レー ショ ン 機 能 と は 

今 ま で は 、MS 一 DOS シ ステ ム を 再起 動 し な けれ ば 変更 で き な か っ た 、F | L ES 数 、BUFFE RS 数 の 変更 や 、 ブ ロッ ク 型 
デバ イス ドラ イ バ の アド ドラ イブ を 、MS--DOS の 作業 領域 を 動 的 に 再 配置 する こと に より 可能 に し た の が 、 ダ イナ ミッ クコ ン フ ィ 
グレ ーション で す 。 従来 は 、[ CONFIG. SYS ] フ ァイル を 書き 換え た り し て リセ ッ ト を お こない 同様 の 機能 を 実現 し て いた の で す が 、 
MS--DOS を 読み 込ん で 再起 動 さ せ て いた た め に 面倒 で 時 間 の か か る も の で し た 。 ダ イナ ミッ クコ ン フ ィ グ レー ショ ン で は 、 メ モ 
リー 中 の MS 一 DOS は その まま で 、 作 業 領域 の み を 再 配 置 する の で 、 無 駄 な 時 間 を か けず に 変更 パ が で きま す 。 ま た 、 メ ニュ ー シ ス 
テム に 登録 し た アプ リケーション の 項目 ご と に 作ら れる 起動 条件 を 記述 し た [ CONFIG.A7M ] フ ァイル に 追加 する だ け の 簡易 さ で この 
機能 を 利用 で きま す 。[ CONFIG.SYS ] フ ァイル に 記述 する 「FILES=」, 「BUFFERS=」, 「DEVICE=」 の 行 を 、 そ の まま [ CONFIG.AZM ] 


ファ イル の [ CONFIG.SYS ] フ ァイル 相当 部 分 に 記述 する だ け で 実現 で きま す 。 


〇 EMS 対 応 に つい て 

メニ ュー シス テム で は 、E MS ドラ イ バ が 組み 込ま れ て いる と 自動 的 に 認識 し て 使用 する 機能 が あり ます 。 起動 ド ライ ブ の [ CONF 
IG.SYS ] フ ァイル で EMS ドラ イ バ を 登録 し て お く こ と に よっ て この 機能 が 使用 で きま す 。 ま た 、 メ ニュ ー シ ス テム で 組み 込む 日 本 
語 入力 FEP も EMS 対 応 さ れ た も の で あれ ば 、 E M S を 認識 し て メイ ン メ モリ ー の 常駐 量 が 減少 し ます 。 

使用 で きる EMS は 、LIM EMS 3. 2 と LIM EMS 4. 0O で す 。 


提 す ヨー 現在 の 時 刻 と 年 月 日 を 表示 し て いま す 。 パ ソコ ン 本 
体内 の 時 計 で 表示 し て いま す の で 、 必 ず 本 体 の 時 計 は 
合わ せ て お いて 下さ い 。 な お 、 パ ソコ ン に よっ て は 長 
期間 電源 を 入れ ず に 放置 する と 時 刻 が くる っ て し まう 
場合 も あり ます 。 注 意 し て 下さ い 。 

| 時 計 | の | 日 付 プ 時 刻 の 設定 | で 、 パ ソコ ン 本 体内 
の 時 計 を 合わ せる こと が で きま す 。 


カレ ンダ 表示 


現在 の 月 と 前 後 1 ヶ月 分 の カレ ンダ 表示 を し ます 。 


| 当日 の 所 が 反転 表示 され て いま す 。 な お 、 | 時 計 の 
H| カレ ンダ 表示 の 変更 | で 一 時 的 に 表示 する 年 、 月 を 
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変更 で きま す 。 


ペー ジ タ イ トル の 表示 


3 0 頁 の 各々 に ペー ジ タ イ トル を つけ 分 類 管理 で き 
ます 。 何 も 指定 し て いな いと き に は 、 デ フォ ルト で 


「M EN U」 と 表示 され て いま す 。 e ん 7e7/ ろ | 
ペー ジ タ イ トル の 記入 、 変 更 、 削 除 は キー の 0 


ペー ジ | の 中 で お こ な え ます 。 ま た 、 こ の | ペー ジ cc 2 還 王 本 2 
で 3 0 頁 全体 の ペー ジ タ イ トル を 見 渡す こと が で き 還 TFCF7TFTTT ミ TFT 


ます 。 ce ん 67/2 EE 本 環 本 E] 
EESTIG 7Z0 572 9 ご RICH 


だ ュー ッ ス 7 ム の 機能 概説 一 7 ァ 7 カ ッ ョ ッ キ - た:- の 説明 


・|BF フ ァイル を 使っ た アプ リケーション プロ グラ ム の 自動 登録 で す 。 
IBF ファ イル が ある 場合 に 使用 し ます 。 

(ーー P12) 
・|BF フ ァイル を 使っ た アプ リケーション プロ グラ ム の マニ ュ ア ル 登 
録 で す 。 す で に サブ ディ レク トリ に プロ グラ ム フ ァ イル が 転送 され て い 
る 場合 に 使用 し ます 。 


(一 P14 ) 

・|BF フ ァイル を 使わ な い ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム の 登録 で す 。 

7 リー ジョ フ の 自 動き # すでに サブ ディ レク トリ に 転送 され て いる アプ リケーション プロ グラ ム 
が の フル の 3 コリ 登 ま を 登録 し ます 。 

の - カ ナ の タダ 北 外 登 (一 P16 ) 


アア - カ ヨナ の 多重 登 


1 テイ カイ ツル の タダ 北 外 登 ・ 登 録 済 み の ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム を 起動 パラ メー タ や オプ ショ 
iko ン を 変え て 別 の 項目 に 登録 し ます 。 (「+-#19 ヵ 177 ト の が ルト 登録 」 で 登 
録 し た 項目 は 扱え ませ ん 。) 

( ~ P18 ) 
・ サ ブ デ ィ レ クト リ に 転送 済み の ユー ティ リティ ソフ ト を 登録 し ます 。 


[ CONFIG.AZM ] フ ァイル を 作成 し な い の で 、 一 つの サブ ディ レク トリ に 
様々 な プロ グラ ム を 転送 し て お いて 登録 で きま す が 、 デ バイ ス ド ラ イ バ 
の 追加 登録 や 複数 の コマ ンド の 実行 は で きま せん 。 

(一 P20) 
・ 日 本 語 入力 F E P の 登録 を お こない ます 。 

(一 P22 ) 


・ 登 録 済 み ア プリ ケー ショ ン の 使用 する 日 本 語 入 力 F E P な どの 変更 や 
起動 パラ メー タ な どの 修正 を お こない ます 。 


(一 P26 ) 
5 -・ 登録 済み 日 本 語 入力 F EP の パラ メー タ な どの 変更 を お こない ます 。 
アプ リケーション の ュー = ) 
日 本 語 入 力 ビ ビ P の 
アプ リケーション の 移 ーーーーーーーーーー・ 登録 済み アプ リケーション を 別 の 空い た 項目 へ 移動 し ます 。 
アプ リケーション の 削 (一 P29 ) 
日 本 庄 入力 ビビ ビ の 削 6 
中 1 ・ 登 録 し た アプ リケーション を 削除 し ます 。 項目 か ら 削 除 し 、 さ ら に 、 
サブ ディ レク トリ 中 の ファ イル を 削除 する か どう か 選択 で きま す 。 
(一 P30 ) 
・ 登 録 し た 日 本 語 入 力 F E P を 削除 し ます 。 
(一 P31 ) 


・ メ ニュ ー の 動作 環境 を 設定 し ます 。 こ こ で 設定 で きる の は 、 マ ウス の 


ーー 全 、 画面 反 転 表示 、 反 転 カー ソル の ブリ ンク の ONOFF で す 。 


メモ リス イッ チ の 設定 ーー 0 (一 『32 ) 
中 上 ・PC 一 980 0 シリー ズ 特 有 の メモ リー スイ ッ チ の 変更 を お こない ま 
す 。PCー9800 シ リー ズ 用 の み に あ る 機能 で す 。 


(一 P33) 


・ メ ニュ ー シ ス テム 及び MS 一 DOS シス テム の 各種 状態 な どの 情報 を 


表示 し ます 。 
(一 P34 ) 
・ メ ニュ ー シ ス テム の 起動 時 に 強制 的 に 自動 起動 する アプ リケーション 
を 指定 し ます 。 
(一 P35) 
・ メ ニュ ー 中 の 日 本 語 入 力 に 使用 する 日 本 語 入力 F EP を 指定 し ます 。 
よく 使う 日 本 語 入 力 F E P を 登録 し て お いて くだ さい 。 
自動 起動 ワー カフ の 設定 (一 Ps36 ) 


標準 使用 の FE ビ P の 変更 


[ AUTOEXEC.BAT 1 の 保守 保守 を お こない ます 。 
(一 P37) 
・MS-ーDOS シ ステ ム の 起動 時 に 参照 され る [AUTOEXEC. BAT] フ ァイル 


の 保守 を お こない ます 。 


メ 
標 \ 


(一 P38 ) 
・ 標 準 FILES 数 を 設定 し ます 。FILES 数 の 既定 値 に な り ま す 。 
(一 P39) 
・ 標 準 BUFFERS 数 を 設定 し ます 。BUFFERS 数 の 既定 値 に な り ま す 。 
rp (一 P39 ) 
回 老 ZY だ 大橋 突 庄 軒 一 ・3 0 ペー ジ の ペー ジ タ イ トル の 一 覧 表示 と ペー ジ 切 替 を お こない ます 。 
ss 上 また 、 ペ ー ジ タイ トル の 変更 も ここ で お こ な え ます 。 
(一 P40 ) 
中 Ph_h__W〔W〔Wtjt{〔{〔〈}〈、 一 ファ イル 管理 コー ティ リティ で す 。 フ ァイル を ディ レク ト り 単位 、 及 
ファ イル ユー ティ イリ ティ 


び フ ァイル 上 単位 で COPY, MOVE な どの 操作 を お こない ます 。 
( -* B42 7) 


中 止 


_ __ _ 一 一 ・ 接 続 され て いる 全 ド ライ ブ の 空き 容量 を 表示 し ます 。 (一 P46) 
ー_ _ _  __ 一 ・ 指 定 し た ドラ イブ の 詳細 な 情報 を 表示 し ます 。 (一 P47) 
・ デ ー タ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 作 成 の た め の フ ォ ー マ ッ ト 処 理 を お こない 
ます 。 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 は お こ な え ませ ん 。 


(一 P48 ) 
。 一 一 ・ メ ニュ ー プ ログ ラム 内 蔵 の エディ タ を 起動 し ます 。 ま た 、 次 の 「 エ ディ 
タ の 設定 」 で 市 販 の エディ タ を 登録 し て お け ば 、 そ の エディ タ を 起動 し 
ます 。 (一 P50) 

・ 市 販 の エディ タ を メニ ュー の エディ タ と し て 登録 し ます 。 
( ご" Ph 9 


・ シ ステ ム 内 蔵 の カレ ンダ クロ ッ ク を 設定 、 修 正 し ま す 。 ( 一 P52 ) 
・ 右 側 に 表示 し て いる カレ ンダ を 一 時 的 に 変更 し ます 。 (一 P52) 
・ 今 年 1 年 分 の カレ ンダ ー を 一 覧 表示 し ます 。 (一 P52 ) 


・ メ ニュ ー シ ス テム を 終了 し ます 。 ( 一 P53 ) 


77 - ツ ョ ッ 組み 込み の 基礎 知識 


〇 日 本 語 入 力 FEP と アプ リケーション の イン スト ー ル 手順 に つい て 


START 


は C め て の 登録 の 場合 に は 、 メ ニュ ー 中 で 使用 する 
標準 使用 の F EP の た め に 、 よ く 使 う 日 本 語 入 力 F E 
P を FEPO00 に 登録 し て くだ さい 。 


始め て の 登録 で すか ? 


まず 、 よ く 使 う 日 本 語 入 力 FEP を 
FEP00 に 登録 し て くだ さい 。 


登録 し た い ア プリ ケー ショ ン が 必要 と する 日 本 語 
カカ F EP は 、 ア プリ ケー ショ ン の 登録 より 前 に お こ な 
っ て お く 必 要 が あり ます 。 必 要 と する 日 本 語 入力 F E 
P が 登録 され て いな い 場 合 に は 、 先 に 日 本 語 入 力 F E 
P の 登録 を お こ な っ て くだ さい 。 


登録 する アプ リケーション で 使用 する 
日 本 語 入力 F EP は 登録 し て あり ます か ?| 


アプ リケーション で 使用 する 日 本 語 
入力 F EP を 登録 し て くだ さい 。 


アプ リケーション の イン スト ー ル 方 法 の 選択 に つい て 
は 、 右 側 ヘ ペー ジ の 「 ア プリ ケー ショ ン イ ンス トー ル 方 
法 の 選択 」 を 参照 し て くだ さい 。 


アプ リ ケ 


くだ さい 。 


ショ ン の 登録 を お こ な っ て 


END 


MS 一 DOS の ユー ティ リティ プロ グラ ム の 登録 
MS 一 DOS の シス テム ディ スク に 含ま れ て いる ユー ティ リティ プロ グラ ム (FORMAT や DISKCOPY 
な ど ) の うち 、 よ く 使 う も の は 、 YMSDOS の サブ ディ レク トリ 中 に まとめ て 転送 し て お き 、 ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト 
の ダイ レク ト 登 録 で メニ ュー に 登録 し て 使用 する と 大 変 便利 で す 。 (AX -71yE' ュ -2 で は 、 YJA の サブ ディ レク 
トリ に 入れ る 約束 に な っ て いま す 。) 


FORMAT : 。 ディ スク の 初期 化 


DISKCOPY : ディ スク の コピ ー 
CHKDSK :・ 。 ディ スク の 検査 
FC 8 ファ イル の 比較 


(シス テム の 種類 や 機種 に よっ て は 含ま れ て いな い ユ ー テ ィ リ ティ も あり ます 。) 


王 和 9 デ 


〇 アプ リケーション イン スト ー ル 方 法 の 選択 


START 


1BF フ ァイル は あり ます か ? 


は い 


IBF ファ イル を 作成 し ます か ? 


1BF フ ァイル を 書く 


プロ グラ ム フ ァ イル は 1 本 の ファ イル 


、 また は 、 複 数 の ファ イル で すか ? 自動 組み 込み で きる アプ リ ケ ー シ ョ 


ン で すか ? 


1 本 (1- テ 971) 


で きる 


複数 の ファ イル 
で き な い 
自動 組み 込み 登録 を お こ な う 


(一 P12 ) 


アプ リケーション 添付 の 組み 込み プロ 


グラ ム で サブ ディ レク トリ に 転送 する 。 アプ リケーション 沙 付 の ユー ティ リ 
2 Nb ー デ ィ 


ティ で 組み 込む 。 


アプ リケーション の ダイ レク ト 登 録 を お こ な う 。 


ー P16 = 
( マニ ュ ア ル 組 み 込み 登録 を お こ な う 。 


( 一 P14 ) 
ュー ティ リティ を まとめ て いる サブ ディ 


レク トリ に ファ イル を コピ ー す る 。 


ユー ティ リティ の ダイ レク ト 登 録 を お こ な う 。 


(一 P20) 


11 一 


"リー ョ ノ の 自 動 登 5 財 硬 
アア 罰 - カ た の で 登録 
アー カナ の ダ 北 外 登 緑 
が ウ - カ カテ の 多重 登録 
1 の ルト の ダル 外 登 婦 
日 本 語 和 人 カビ ビ P の 登録 

中 上 


WT 


TheMenu 由 ] 


田 田岡 園 選 択 加 ドラ イブ 名 変更 
還 。 中 思 。 回 テル 2 移動 / 決 定 


・ Pt < 
人 


Ft 
攻 (] 


IBF ファ イル を 使用 し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 自 
動 的 に アプ リケーション を 転送 し メニ ュー に 登録 し ま 
す 。 ア プリ ケー ショ ン に 1 BF フ ァイル が 添付 され て 
いる 場合 に は その 1 BF フ ァイル を お 使い くだ さい 。 
また 、 該 当 す る 1 BF フ ァイル が な い 場 合 に は 、 1 B 
F フ ァイル を ご 自分 で 作成 な さる か 、 他 の イン スト ー 
ル 方 式 で 登録 し て くだ さい 。 


アプ リケーション を 登録 する 位置 を 指定 し ます 。 3 0 
ペー ジ 2 0 項目 の 中 か ら 任意 の 空白 位置 を 指定 する こ 
と が で きま す 。 

賠 還 -9] 司 : ペー ジ 選 択 


困 団 回 包 : 項目 位置 選択 
回 : 登録 位置 の 決定 
國 : 中 止 


アプ リケーション で 使う 日 本 語 入力 F EP を 指定 し ま 
す 。 ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 特定 の 日 本 語 入力 F 
EP で な いと 動作 し な い 場 合 も あり ます の で 注意 し て 
くだ さい 。 

な お 、 こ の 指定 は 、 登 録 後 も アプ リケーション の 保守 
で 変更 する こと が で きま す 。 


登録 し た い ア プリ ケー ショ ン に 対応 し た 1 BF フ ァ イ 
ル を 選択 し ます 。 ハ ー ド ディ スク 内 に | BF フ ァイル 
を 転送 し て ある 場合 に は | BF フ ァイル を 分 類 し た サ 
ブ デ ィ レ クト リ 名 の 一 覧 が 表示 され ます の で 、 該 当 す 
る 分 野 を 選択 し 、 目 的 の ファ イル を 選択 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク 内 に 転送 し て いな い 場 合 や 、 目 的 の ア 
プリ ケー ショ ン 中 に | BF フ ァイル が 用 意 さ れ て いる 
場合 に は 、 |1BF フ ァイル の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク を を フロッピー ディス ク ド ラ イブ に 挿入 し 、 ド ライ ブ 
名 の 変更 で その ドラ イブ を 指定 し ます 。 
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# き 

3 

に 


が 問 前 " サ 回 中 新 較 印刷 
た ら 臣 細 で 次 ペー ジ に 進ん で くだ さい 


ココ 。 6 4 。 PF 
IE:O5 


1391 つ 朋 
人 


新しく 作成 する ディ レク トリ の ドラ イブ 名 と 上 
ディ レク トリ 名 を 入力 し て くだ さい 。 
既定 値 の まま で よけれ ば 、 そ の まま 還 キ 
を 押し て くだ さい 。 


| 向 1x 清 た 回 決 定 円 中 所 半 詩 著 革 革 


⑤⑥ 1991 EYE SOFT / 8Z : 


1 - ロ ヨ - 8D 


Iultiplan(Ver. 
て くだ さい 。 


B: ド ライ ブ に 指示 され た フロ ッ ピ ー 
を 入れ て くだ さい 。 


(回 千 1 = 回 〒 只 


組み 込み 作業 中 で す 。 
し ば らく お 待ち くだ さい 。 


IBF ファ イル を 指定 する と 、 そ の アプ リケーション 
の 登録 に 関す る 注意 事項 が 表示 され ます 。 (な い 場 合 
も あり ます 。 そ の 時 に は 次 の ステ ッ プ へ 進み ます 。) 
複数 の ペー ジ に わた っ て メッ セー ジ が 続く 場合 に は 、 
sed キー で 次 の ペー ジ に 進む こと が で きま す 。 最後 
の ペー ジ ま で 進ん だ ら 加 キー で 確認 を お こない 次 の 
ステ ッ プ へ 進み ます 。 


サブ ディ レク トリ 名 の 指定 画面 に な り ま す 。 | BF ファ 
イル の ファ イル 名 が 既定 値 と し て 表示 され ます が 、 必 
要 に 応じ て 書 替え て くだ さい 。 ア プリ ケー ショ ン に よ 
っ て は 、 特 定 の ディ レク トリ 名 で な けれ ば 動作 し な い 
も の も あり ます の で 注意 し て くだ さい 。 組 み 込み 先 の 
ドラ イブ を 変更 し た い 場 合 は 、 こ こ で ドラ イブ 名 を 変 
更 し て くだ さい 。 な お 、 こ こ で 指定 する ディ レク トリ 
名 は ドラ イブ 名 を 含ん だ 完全 な ディ レク トリ 名 で す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 挿入 指示 の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す の で 、 指 示さ れ た ディ スク を 指定 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ に 挿入 し て | 確認 | に カー ソル を あわ 
せ 人 向 キー を 押し ます 。 

| ドラ イブ 変更 | で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 の 指 
定 を 変更 で きま す 。 


「 作 業 中 で す 」 の メッ セー ジ が 表示 され 必要 な ファ イ 
ル の 転送 な ど が 自動 的 に お こ な わ れ ま す 。 

複数 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 組 み 込 む 場合 に は 挿入 
の 指示 が 必要 な 回 数 繰り 返し 表示 され ます 。 指示 され 
た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入れ 替え て 作業 を 続け て くだ 
さい 。 


アプ リケーション の マニ ュ ア ル 登 録 


/2 還 ErPTTE 証 LEEEEEE すでに ハー ド デ ィ スク 中 の サブ ディ レク トリ に 組み 込 
iEPGgmZpD igoplrnil 議 まり 本 0 全便 
。 。 442 。 。 て 登録 し ます 。 1BF フ ァイル が 必要 で す が 、 ア プリ 

| ウッ の ケル 外 登録 生ま ケー ショ ン を 組み 込ん だ サブ ディ レク トリ 名 さえ わか 


の カリ の 多重 登録 


れ ば 登録 する こと が で きま す 。 


アプ リケーション を 登録 する 位置 を 指定 し ます 。 3 0 
ペー ジ 2 0 項目 の 中 か ら 任意 の 空白 位置 を 指定 する こ 
と が で きま す 。 
國 口 一 [9) ・ ペー ジ 選 
困 団 回 加 : 項目 位置 選択 
回 : 登録 位置 の 決定 
gd : 中 止 

本 eeveny2 凡 !381-03-eO アプ リケーション を 組み 込ん で ある ドラ イブ 名 を 指定 

還 じ ルト fi EE 中 し ます 。 
緑 』6 17 9 1 0Ii10 ョ ma 13918 2 


回 
lee 
国 人 | 本 | 


指定 し た ドラ イブ の サブ ディ レク トリ 名 が 一 覧 表示 さ 
れ ま す の で 、 ア プリ ケー ショ ン を 組み 込ん で ある サブ 
ディ レク トリ 名 を 選択 し ます 。 


還 leEi 


| は 81- ロ 3-e ロ ll 


コ ェ < 中 (4 < 0L0 
UM ICP 


13 ヨ 81- ロ ヨー-a ロ ll 
RE 


に ユ 


ネ 
LOTUS KEYx: で 4 が 入っ て いる トラ 7 名 


皿 呈 次 パッ 回 前 い サ 回 中 断 岡 印 刷 
| 員 及 し た ら 皿 中 で 次 ペー ジ に 進ん で くだ さい 』 


マニ ュ アル 近作 に よる 組み 込み を お こない 上 
アプ リケーション に よっ て は 正常 に 


旭 まし た 。 
四 起動 し な い 場 合 が あり ます の で ご 注意 下さ い 。 
必要 に 応じ て 、 組 み 込み 先 の 、CONFIG.AZN 目 


上 の 中 へ パラ メー タ を 追加 し て くだ さい 。 


アプ リケーション で 使う 日 本 語 入力 FEP を 指定 し ま 
す 。 ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 特定 の 日 本 語 入 力 F 
EP で な いと 動作 し な い 場 合 も あり ます の で 注意 し て 
くだ さい 。 

な お 、 こ の 指定 は 、 登 録 後 ち アプ リケーション の 保守 
で 変更 する こと が で きま す 。 


組み 込ん で ある アプ リケーション に 対応 し た 1BF フ ァ 
イル を 選択 し ます 。 ハ ー ド ディ スク 内 に |1BF フ ァ イ 
ル を 転送 し て ある 場合 に は 1 BF フ ァイル を 分 類 し た 
サブ ディ レク トリ 名 の 一 覧 が 表示 され ます の で 、 該 当 
する 分 野 を 選択 し 、 目 的 の ファ イル を 選択 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク 内 に 転送 し て いな い 場 合 や 、 目 的 の ア 
プリ ケー ショ ン 中 に | BF フ ァイル が 用 意 さ れ て いる 
場合 に は 、1BF フ ァイル の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク を を フロッピー ディスク ドラ イブ に 挿入 し 、 ド ライ ブ 
名 の 変更 で その ドラ イブ を 指定 し ます 。 


1BF フ ァイル を 指定 する と 、 そ の アプ リケーション 
の 登録 に 関す る 注意 事項 が 表示 され ます 。 (な い 場 合 
も あり ます 。 そ の 時 に は 次 の ステ ッ プ へ 進み ます 。) 
複数 の ペー ジ に わた っ て メッ セー ジ が 続く 場合 に は 、 
eed キー で 次 の ペー ジ に 進む こと が で きま す 。 最 後 
の ペー ジ ま で 進ん だ ら 加 キー で 確認 を お こない 次 の 
ステ ッ プ へ 進み ます 。 


IBF ファ イル の 内 容 に 従い 組み 込み 済み の アプ リ ケ ー 
ショ ン が メニ ュー に 登録 され ます 。 登 録 が 終る と 確認 
の た め に 左 の 画面 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
マニ ュ ア ル 登 録 で は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ に 正しく アプ 
リケーション が 転送 され て いる 、 い な い に 関 わら ず 強 
制 的 に 登録 し て いま す の で 、 そ の まま で は 起動 し な い 
こと も あり ます 。 ご 注意 くだ さい 。 
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IBF ファ イル の な い ア プリ ケー ショ ン を 直接 に メ 
シス テム へ 登録 し ます 。 ア プリ ケー ショ ン の 組み 込み 
は 、 ア プリ ケー ショ ン に 用 意 さ れ た 組み 込み プロ グラ 
ム か 又は 手 作 業 で 、 登 録 の 前 に 、 組 み 込ん で お く 必 要 
が あり ます 。 ま た 、 ア プリ ケー ショ ン を 組み 込ん だ サ 

ブ デ ィ レ クト リ 名 と アプ リケーション の 起動 コマ ンド 
の ファ イル 名 が 必要 で す の で 、 ア プリ ケー ショ ン の マ 
ニュ アル な ど で 調 べ て お いて くだ さい 。 


三 ュ ョ ュー 


アプ リケーション を 登録 する 位置 を 指定 し ます 。 3 0 
ペー ジ 2 0 項目 の 中 か ら 任意 の 空白 位置 を 指定 する こ 
と が で きま す 。 

剛 賠 印 <( 古 ペー ジ 選 択 

困 慰 回 回 : 項目 位置 選択 

回 : 登録 位置 の 決定 

加 : 中 止 


アプ リケーション を 組み 込ん で ある ドラ イブ 名 を 指定 
し ます 。 


指定 し た ドラ イブ の サブ ディ レク トリ 名 が 一 覧 表示 さ 
れ ま す の で 、 ア プリ ケー ショ ン を 組み 込ん で ある サブ 
ディ レク トリ 名 を 選択 し ます 。 


間 困 回 岡 岡 拉 訳 団 ドラ イブ 名 容 更 | 
中 断 。 回 直り 物 各 決定 


起動 する プロ グラ ム に パラ メー タ が 必要 な 
ら ば 、 追 加入 力 し て くだ さい 。 
(必要 な けれ ば [ 紀 を 入力 し て くだ さい 。) 


起 王 和 き に は 、 毎 回 パラ メー タ を 入力 し ます 
か 


配電 | …: 開 | 


| 起動 する ブロ グラ ム の タイ トル を 入力 し て 
くだ さい 。 
( 半 久 22 文字 以 内 で 入力 し て くだ さい 。 ) 


アプ リケーション で 使う 日 本 語 入力 F EP を 指定 し ま 
す 。 ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 特定 の 日 本 語 入力 F 
EP で な いと 動作 し な い 場 合 も あり ます の で 注意 し て 
くだ さい 。 

な お 、 こ の 指定 は 、 登 録 後 も アプ リケーション の 保守 
で 変更 する こと が で きま す 。 


旧 定 し し た サブ ディ レク トリ 内 の 起動 可能 な ファ イル 名 
の 一 覧 が 表示 され ます 。 起動 コマ ンド に 該当 する ファ 
イル 名 を 選択 し て くだ さい 。 


アプ リケーション の 起動 コマ ンド に パラ メー タ を 付け 
る 必要 が あれ ば ここ で 入力 し ます 。 次 の 項目 で 「 毎 回 
パラ メー タ を 入力 する 」 設定 に し た 場合 に は 、 こ こ で 
入力 し た パラ メー タ は 、 実 際 の 起動 時 の パラ メー タ 入 
カウ ィ ン ド ウ 中 で 既定 値 と し て 表示 され ます 。 


アプ リケーション の 実際 の 起動 時 に 毎回 パラ メー タ を 
書き 込む ( 書 替え て 起動 する ) 必要 が あれ ば | は い | を 
選択 し 同 キー を 押し ます 。 パ ラメ ー タ が 必要 な いか 、 
又は 、 い つも 同じ パラ メー タ で 起動 し て よけれ ば | い 
いえ | を 選択 し 回 キー を 押し ます 。 

ここ で | は い | を 選択 する と 、 そ の アプ リケーション の 
実際 の 起動 時 に パラ メー タ を 入力 する ウィ ンド ウ が 開 
きま す 。 


アプ リケーション の メニ ュー 画面 中 で の タイ トル 名 を 
入力 し ます 。 タ イト ル は 必ず 付け て くだ さい 。 


以上 で 、 ア プリ ケー ショ ン の ダイ レク ト 登 録 は 完了 い 
た し まし た 。 


の 


| 生 な CS bo 71 和 史 


ガー カ ナ の 3 ュ 7 登録 
し アカナ の ダル 外 登 緑 


用 1 テイ の ウル の ダル 外 登 録 
日 本 語 入力 ビビ P の 登 緑 


ヨ 紀 1!- ロー8 ロ 


1391* 本 月 
> 町 つ あ 


Hultiplan Ver.4.1 


7c/6y2 面 中 


剛 較 2131415T6 上 


間 !39!- ロ ヨー-eOll 


ォ ュー 
Ti 


1- ロ 3-a ロ ll 


ココ <) 6 


だ 


すでに 登録 済み の アプ リケーション を 、 重 複 し て 別 の 
位置 に 、 起 動 オ プシ ョ ン の パラ メー タ な ど を 変え て 登 
録 す る 機能 で す 。 


アプ リケーション を 登録 する 位置 を 指定 し ます 。 3 0 
ペー ジ 2 0 項目 の 中 か ら 任 意 の 空白 位置 を 指定 する こ 
と が で きま す 。 


國 向 -( : ペー ジ 選 択 

困 団 回 回 : 項目 位置 選択 
回 : 登録 位置 の 決定 
國 : 中 止 


多重 登録 の ひな 型 に する アプ リケーション を 指定 し ま 
す 。 


ひな 型 に し た アプ リケーション の [ CONFIG.AZM ] フ ァ 
イル の コピ ー が 作成 され 、 そ の ファ イル の 編集 画面 が 
開き ます 。 起 動 パ ラメ ー タ の 書 替 えな ど を お こ な っ て 
くだ さい 。 (この 時 新しく 作成 され る ファ イル は 、 自 
動 的 に [ CONFIGO0.AZM ]~[ CONFIG99.AZM ] の ファ 
イル 名 が つき ます 。) 

例え ば 下記 の よう に 、 作 業 フ ァイル 名 を 指定 する な ど 
し て くだ さい 。 


MP 
! 
MP SAMPLE 


書 替え を 終え まし た ら [F-1] の 


終了 許 選 ん で くだ さい 。 


" り 指 る プロ グラ ム の タイ トル を 入力 し て 
くだ さい 。 
(半角 2 文字 以 内 で 入力 し て くだ さい 。) 


登録 する アプ リケーション の タイ トル を 入力 し ます 。 
ひな 型 に し た アプ リケーション の タイ トル を 既定 値 と 
し て 表示 し て いま す 。 


タイ トル を 入力 し 終え る と 登録 完了 で す 。 使 用 する 日 
本 語 入力 F EP は 、 ひ な 型 に し た アプ リケーション と 
同じ も の が 指定 され て いま す の で 、 変 更 し た い 場 合 に 
は | 保守 | の 中 の [| アプ リケーション の 保守 | で お こ な っ 
で くだ ぎ い 。 


還 FHWPnFr6 1 2 本 の ファ イル で 構成 され て いる 、 ユ ー テ ィ リ ティ 
中 : ロ iL ソフ ト の よう な 軽い アプ リケーション (MS--DOS 
の シス テム に 含ま れる ユー ティ リティ や 、 市 販 の ディ 
ズ スタ ユー ティ リティ や エディ タ な ど ) を 1 つの サブ ディ 
レク トリ に まとめ て 入れ て 登録 で きる 機能 で す 。 サ ブ 
ディ レク トリ 中 に [ CONFIG.AZM ] フ ァイル を 作成 し ま 
せん の で ファ イル の 数 が 増え ず に 済み ます 。 た だ し 
デバ イス ドラ イ バ の 登録 や F1LES 数 BUFFER 
S 数 の 指定 な ど が で き な い 事 や 、 起 動 コ マン ド 名 と オ 
プシ ョ ン パ ラメ ー タ に 制約 が あり ます 。 


2 
ュー で 
グル お 
アゲ 罰 - カ ) の 多 


ユー ティ リティ ソフ ト を 登録 する 位置 を 指定 し ます 。 
3 0 ペー ジ 2 0 項目 の 中 か ら 任 意 の 空白 位置 を 指定 す 
る こと が で きま す 。 
圏 圏 殺 -( 皿 : ペー ジ 選 択 
陰 選 回 回 : 項目 位置 選択 
避 : 登録 位置 の 決定 
回 : 中 目 
| aa1- 03 - so | ユー ティ リティ ソフ ト を 組み 込ん で ある ドラ イブ 名 を 
記 : 唱 ! 


: de | 指定 し ます 。 


1391* っ 
し 


指定 し た ドラ イブ の サブ ディ レク トリ 名 が 一 覧 表示 さ 
れ ま す の で 、 ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト を 組み 込ん で ある 
サブ ディ レク トリ 名 を 選択 し ます 。 


| 775775 2 下 TTrmrm| 本 


| 押 回 賠 園 選択 


回 


トド 


アウ - カ の 自動 登録 86 


ガリ 
ァ アア リリ 
の " 
1- テ 7 


| 77775 2 画 T 


回 ドラ イブ 名 交 更 目 
回 外 放 決定 上 


中 思 


起動 する ブ プログ ラム に パラ メー タ が 必要 な 
ら ば 、 追 加 人 力 し て くだ さい 。 
(必要 な けれ ば [ 妥 を 入力 し て くだ さい 。) 


| TheMenu2 | 


9 
起動 時 に は 、 毎 回 パラ メー タ を 入力 し ます 
か ? 


[は 6d| 


起動 する ブロ グラ ム の タイ トル を 入力 し て 

くだ さい 。 

(半角 22 文 字 以 内 で 入力 し て くだ さい 。) 
一 和 8 一 臣 一 ーー る 3 
24 26 27 6 29 30 


1391* 月 
日 還 数 電 ま も 


靖 生 寺 


指定 し た サブ ディ レク トリ 内 の 起動 可能 な ファ イル 名 
の 一 覧 が 表示 され ます 。 起 動 コ マン ド に 該当 する ファ 
イル 名 を 選択 し て くだ さい 。 


ユー ティ リティ ソフ ト の 起動 コマ ンド に パラ メー タ を 
付け る 必要 が あれ ば ここ で 入力 し ます 。 次 の 項目 で 
「 毎 回 パラ メー タ を 入力 する 」 設定 に な っ て いる 場合 
に は 、 こ こ で 入力 し た パラ メー タ は 、 実 際 の 起動 時 の 
パラ メー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ 中 で 既定 値 と し て 表示 され 
ます 。 


ユー ティ リティ ソフ ト の 実際 の 起動 時 に 毎回 パラ メー 
タ を 書き 込む ( 書 替え て 起動 する ) 必要 が あれ ば | は 
い | を 選択 し 敵 キー を 押し ます 。 パ ラメ ー タ か が 必要 
な いか 、 又 は 、 い つも 同じ パラ メー タ で 起動 し て よ け 
れ ば | いい え を 選択 し 回 キー を 押し ます 。 


ここ で | は い を 選択 する と 、 そ の ユー ティ リティ ソフ 
ト の 実際 の 起動 時 に パラ メー タ を 入力 する ウィ ンド ウゥ 
が 開き ます 。 


ユー ティ リティ ソフ ト の メニ ュー 画面 中 で の タイ トル 


名 を 入力 し ます 。 タ イト ル は 必ず 付け て くだ さい 。 


以上 で 、 ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト の ダイ レク ト 登 録 は 完 
TDN だ みお 07 だら 


入力 F EP の 登録 


日 本 語 入 力 FEP の メニ ュー シス テム へ の 登録 を お こ 
な いま す 。 メ ニュ ー シ ス テム で は 1 0 本 まで の 日 本 語 
入力 F E P を 登録 で き 、 ア プリ ケー ショ ン と 組み 合わ 
せ て 使用 で きま す 。 

日 本 語 入 力 F E P の 登録 に は 必ず 1 BF フ ァイル か 必 
要 で す 。 


| Ii331- ロ a-e ロ ll 
EE 5 


。1991 


EYE SOFT / AZ 


日 本 語 入力 F E P の 登録 する 位置 を 指定 し ます 。[ FE 
PO0 ][ FEP09 ] の 1 0 ヶ所 の 中 か ら 任意 の 空白 位置 


旨 定 する こと が で きま す 。 
町 団 : 項目 位置 選択 
: 登録 位置 の 決定 
國 : 中 止 


登録 し た い 日 本 語 入 力 F EP に 対応 し た 1BF フ ァ イ 
ル を 選択 し ます 。 目的 の 日 本 語 入力 F EP に 対応 し た 
ファ イル を 選択 し ます 。 

ハー ド デ ィ スク 内 に 転送 し て いな い 場 合 や 、 目 的 の フ 
ロッ ピー ディ スク 中 に 1 BF フ ァイル が 用 意 さ れ て い 
る 場合 に は 、1BF フ ァイル の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 挿入 し 、 ド ライ 
ブ 名 の 変更 で その ドラ イブ を 指定 し ます 。 


51-63-s 画 IBF ファ イル を 指定 する と 、 そ の 日 本 語 入 力 F EP 
記 ER!E: の 登録 に 関す る 注意 事項 が 表示 され ます 。 (な い 場 合 
ェ ーー も あり ます 。 そ の 時 に は 次 の ステ ッ プ へ 進み ます 。) 
間 DEVICE - VJEB.DRV /A: 71 /j』/ml /he 6 1 F 複数 の ペー ジ に わた っ て メッ セー ジ が 続く 場合 に は 、 
: 挟 紹 連 2 机 1 切 ecd キー で 次 の ペー ジ に 進む こと が で きま す 。 最 後 
/ 5 ます - の ペー ジ ま で 進ん だ ら 回 キー で 確認 を お こない 次 の 
/hs : 先 筐 み 一 話 変換 モ ド に 半生 ーー 有 和 
み : い へ 5 
昌信 才 Wef2683 鐘 コ SS 
回 前 "円 時 W 因 ピ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 挿入 指示 の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す の で 、 指 示さ れ た ディ スク を 指定 の フロ ッ ピー 
Ts Ts ディ スク ドラ イブ に 挿入 し て | 確認 | に カー ソル を あわ 
に PP の き 塞 昭 せ 回 キー を 押し ます 。 


YJEー8 の シス テム ディ スク を 入れ て くだ ュー ュ 3 因 | ドラ イブ 変更 | で フロ ッ ビ ピー ディ スク ドラ イブ 名 の 指 
5 定 を 変更 で きま す 。 
B: ド ライ ブ に 指示 され た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク | 
を 入れ て くだ さい 。 
1 ロ 3 - SO | 「 作 業 中 で す 」 の メッ セー ジ が 表示 され 必要 な ファ イ 
see | ル の 転送 な ど が 自動 的 に お こ な わ れ ま す 。 
本 | た いて い の 場合 、 日 本 語 入 力 FEP の 1BF フ ァイル 
日 本 語 入 力 FEP の 合 3 = は 、FEP の シス テム ディ スク と 辞書 ディ スク の 挿入 


| ュ っ ュ W 。+ | 指示 を 2 度 に わけ て 指示 し て きま す が 、 同 じ フ ロッ ピー 
| ディ スク に シス テム ファ イル も 辞書 ファ イル も 含ま れ 


B: ド ライ ブ に 指示 され た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 和 エー 還 
を 入れ て くだ さい 。 PP 。 上 て いる 場合 に は 、 フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 替え ず に 、 


皿 革 恒 | | 選 記 記 三 三 三 当 続け て | 確認 | ぐ 回 キー を 押し ます 。 


主 な 日 本 語 入 力 F EP の 辞書 ドラ イブ 指定 
登録 し た 日 本 語 入力 F EP の 辞書 ファ イル の ドラ イブ 指定 は 、[ CONFIG.AZM ] フ ァイル の DEVICE 行 の パラ メー タ * 
で 指定 で きま す 。 変 換 し よう と する と 「 辞 書 が あり ませ ん 」 な どの エラ ー メ ッ セ ー ジ が で る 時 に は 、「 日 本 語 入 力 
FEP の 保守 」 で 下記 の 例 の よう な 辞書 指定 の オプ シ ョ ン パ ラメ ー タ を 追加 (また は 変更 ) し て くだ さい 。 オ プシ ョ 
ン パ ラメ ー タ に は 、 ほ か に も 様々 な 設定 が で きま す の で 、 そ れ ぞ れ の 日 本 語 入 力 F EP の マニ ュ ア ル を 参照 し て く 
だ さい 。 以 下 に 主要 な 日 本 語 入力 F EP の 辞書 ドラ イブ 指定 に つい て まとめ て お り ま す が 、 バ ー ジ ョ ン そ の 他 に よ 
り 異 な る 場合 も あり ます の で それ ぞ れ の マニ ュ ア ル で ご 確認 くだ さい 。 


FEP 名 辞書 指定 オプ ショ ン 指定 例 (AF?17 の ル - ド 7 ルト 9 を 指定 ) 


2 | ライフ ティ レク トリ 8 


アプ リケーション の ダイ レク ト 登 録 の 実際 例 


株 式 会 社 ク レオ の カー ド 型 デー タベース 、 
「 ボ ン ゴ 」 を 例 に し な が ら 、 


情報 ポッ ケ 
『「 ア プリ ケー ショ ン の ダ 


イレ クト 登録 」 を 使っ た 登録 手順 を 解説 し ます 。 た い 
て い の ア プリ ケー ショ ン は この 方 法 で 登録 する こと が 
で きま す 。 


・ PO < 
に " 『 還 2 


| :WEOHYAND.COH A:\ /P 
DEVICE-A:WBONYOTGRAPHLSYS 


[| 「 CONFIG.SYS ] ファ イル の 編集 | 
| バッ クア ッ プ ファ イル か ら の 複写 | 
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し 


葉 ee 向 で ダイ レク トコ マン ド 入 力 より MS-ーDO 
S へ 入り ます 。 

イン スト ー ル する フロ 
入 し ます 。 

「 ボ ン ゴ 」 の プロ グラ ム デ ィ ス ク (原本 ) を 挿入 し ま 
す 。 カ レン トド ライ ブ を 、 挿 入 し た ディ スク ドラ イブ 
に 変更 し ます 。 例 えば 挿入 し た ディ スク ドラ イブ が B 
ドラ イブ だ っ た と する と 、 B: 回 と 入力 し ます 。 
アプ リケーション の マニ ュ ア ル に 従っ て ハー ド デ ィ ス 
ク へ の イン スト ー ル を 実行 し ます 。 

「 ボ ン ゴ 」 で は 、 イ ンス トー ルプ ログ ラム は [ BSETUP 


ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に 挿 


] で す 。 BSETUP と 入力 し て イン スト ー ル プロ グラ 
ム を 起動 し 、 ハ ー ド ディ スク へ の イン スト ー ル を お こ 
な いま す 。 


イン スト ー ル が 終っ た ら 
で メニ ュー へ 戻り ます 。 
| 7A の | [ CONFIG.SYS ] の 保守 | で 、[ CONFIG.SYS ] 
ファ イル の 内 容 を 確認 し ます 。 デ バイ ス 行 が 増え て い 
な いか 注意 し 、 追 加 さ れ て いる デバ イス 行 が あれ ば そ 
の 内 容 を メモ し て お きま す 。 
アプ リケーション の イン スト ー ル プロ グラ ム に よ 
CONFIG.SYS ] フ ァイル が 書き 変え られ て いま し た ら 
| シス テム 保存 ファ イル か ら の 複写 | で 元 の 内 容 に 戻し 
て くだ さい 。 

「 ボ ン ゴ 」 で は 、 イ ンス トー ル の 結果 デバ イス ドラ イ 
バ DEVICE = A:YBONYOTGRAPH.SYS の 行 が 増え て いま 
す 。 こ の 行 の 内 容 を メモ し て お きま す 。 


キー また は EXIT 回 


り [ 


0 E っ て い 
れ ば 、 そ れ は 、 そ の アプ リケーション を 起動 する コマ 
ンド で す の で 、 そ の 内 容 を メモ し て お きま す 。 

[ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル が 書き 変え られ て いま し た 
ら 、| シス テム 保存 ファ イル か ら の 複写 | で 元 の 内 容 に 
戻し て くだ さい 。 

「 ボ ン ゴ 」 で は 、[ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル は 書き 変 
えら れ て いま せん 。 


UEC BAT 6 90- 11-01 1:0O:OOU 


MM 


ディ レク トリ 選択 | 中断 


| igg!- ロ 3- enl 


(コー < FPWT < 
弓 : OO : 


次 に 、 | % 込ん だ ア 
プリ ケー ショ ン の ディ レク トリ を メニ ュー に 登録 し ま 
す 。 (な 27'5) の 中 で 、 ア プリ ケー ショ ン を 起動 する コ 
マン ド が 判っ て いる 場合 に は その コマ ンド を 起動 プロ 
グラ ム 名 の 中 か ら 選 び ま す 。 起動 可能 な プロ グラ ム 名 
が 多数 あっ て 判断 で き な い 場合 に は 、 ア プリ ケー ショ 
ン の マニ ュ ア ル で 起動 コマ ンド を 調べ て 選択 し て くだ 
さい 。 

「 ボ ン ゴ 」 で は 、 標 準 で BON と いう サブ ディ レク ト 
リ に 組み 込ま れ て いま す 。 イ ンス トー ル 時 に 変更 し た 
場合 に は 、 そ の サブ ディ レク トリ 名 を 指定 し ます 。 な 
お 、 起 動 コ マン ド は [ BON.EXE ] で す 。 
(zz7'4) の 中 で 追加 すべ き デ バイ ス 行 が あっ た 場合 に 
は 、| アプ リケーション の 保守 | の 中 の | [ CONFIG. AZM ] 
ファ イル の 編集 | で 、[ CONFIG.4ZM ] フ ァイル に デバ 
イス 行 を 書き 加え ます 。 

「F ILES 数 が xx 以上 」 と いう よう な 制限 が な い 
か アプ リケーション の マニ ュ ア ル で 確認 を し て くだ さ 
い 。 制 限 の ある 場合 に は 、[ CONFIG.AZM ] フ ァイル に 
「 FILES = XX 」 の 行 を 書き 加え て 指定 し て くだ さい 。 
「 ボ ン ゴ 」 で は 、[ CONFIG.SYS ] フ ァイル に [ 0TGRAP 
H.SYS ] と いう デバ イス ドラ イ バ が 指定 され て いま し 
た 。(27277 4) で メモ し た 行 の 内 容 を 書き 加え ます 。 
「 ボ ン ゴ 」 で は 、 ア プリ ケー ショ ン の サブ ディ レク ト 
リ 中 に この デバ イス ドラ イ バ が あり ます の で 、 サ ブ デ ィ 
レク トリ 名 は 省略 し て 、 DEVICE = 0TGRAPH.SYS と 書 
く こ と が で きま す 。 

以上 の 作業 を 終え まし た ら 、 試 し に 起動 し て み ま す 。 
アプ リケーション に よっ て は 、 起 動 後に 「 環 境 設定 」 
や 「 オ プシ ョ ン 設 定 ]」 な ど で デ ー タ ディ スク や ワー ク 
ディ スク な どの ドラ イブ 名 や ディ レク トリ 名 を 指定 し 
な く て は 正しく ーー アプ リ ケ ー 
ショ ン の マニ ュ ア ル を よく 読ん で ハー ド デ ィ スク で 動 
作 さ せる 場合 の 最適 な 設定 に な る よう に し て くだ さい 。 
「 ボ ン ゴ 」 で は 、 デ ー タ ドラ イブ と ワー ク ド ラ イブ の 
設定 が 初期 状態 で B ドラ イブ に な っ て いま す 。「 ボ ン 
ゴ 」 の 環境 設定 で へ A ドラ イブ に 変更 し ます 。 


アプ リケーション の 保守 


各 項 目 の ア プリ ケー ショ ン に つい て の 保守 を お こない 

ます 。 変更 で きる の は 、 メ ニュ ー タ イト ル 、 サ ブ デ ィ 
! 1 9 レク トリ 、 日 本 語 入 力 F EP 、 日 英 モ ー ド (AX の み ) 、 

日 本 庄 入 力 ビ FEP の ー + | 

アブ リケーション の = | 圭三 畔 ー 和 | [ CONFIG.A4ZM ] フ ァイル の 編集 で す 。 


アプ リケーション の 
ー 日 本 語 入力 ビビ P の 


| ec 人 cy2 還 TECPrT EE 
8 久 2 で LE・ 


保守 を お こ な う アプ リケーション を 選択 し ます 。 
印 <[9] : ペー ジ 選 択 
困 団 回 思 : 項目 位置 選択 
回 : 登録 位置 の 決定 
國 : 中 止 
CTWSY ま TaWWYRa 
i3 1 - ロ ヨ - 8 ロ 選択 し た 項目 に つい て の 定義 内 容 を 表示 し た 保守 メニ ュー 
EE EE が 表示 され ます 。 
| 放 1 頁 1 電 昌 の 定義 内 宮 > = 国 慰 : 保守 作業 の 選択 
EZa 和 hitipln er41 | 8 回 : 保守 作業 の 決定 
上 | リフ ティ レッ トリ [Eye724 | 開 回 : 終了 
ーー : 終 


| 日 本 語 和 FEPIVJE-8 | 開 
| [COWIe.W lo 編集 | 開 | 


2 テー に 13 4 ょ | AX 用 で は 、 日 英 モ ー ド の 表示 が 追加 され た 画面 に な 
| っ て いま す 。 英語 モー ド で 動作 させ た い ア プリ ケー ショ 


ン は 、 登 録 後 、 こ こ で 動作 モー ド を 設定 し て くだ さい 。 


1991 EYE SOFIT / 6 SOF 


メニ ュー タイ トル の 変更 を 選ぶ と 、 そ の 場 で タイ トル 
名 の 入力 に な り ま す 。 全 角 1 1 文字 (半角 2 2 文字 ) 


目 少 e7787/2 
以内 で 入力 し て くだ さい 。 


< く 1 頁 1 項目 の 定義 内 容 > | 
レニ ュー タクト oon 1 肖 
サブ ディ レク トリ | ER ゲカ 4 | 
日 本 語 入 FEPIVJE-8  ] | 


| LCONFIG.MW | の 編集 | 


| 国 団 選択 回 設定 変更 回 終了 


し 


IL 


1 笛 1 順 目 の 定義 内 容 > 
メニ ュ ALTTCTTT ] 


| 本 入 カ PEP [JE 由 
に 


PPrZrZrmn Pr 


呈 
FEP02 
上 FEP03 


FEPO4 
| FEP05 
FFP06 
FEPU7 
上 | 『EP08 
FEP09 
日 本 語 入力 ビビ P な し 


アプ リケーション の [ CONFIG.A4ZM ] フ ァイル に つい て 


*Multiplan Ver.4.1 
FILES = 25 
DEVICE = MOUSE. SYS 


DEVICE = YDEVYPRINT.SYS 
ネ 
MP 
ネ 


サブ ディ レク トリ 名 の 変更 を 選ぶ と 、 そ の 場 で サブ ディ 
レク トリ 名 の 入力 に な り ま す 。 指定 で きる サブ ディ レ 
クト リ 名 の 長 さ は 、 組 み 込み の 状態 に より 変わ り ま す 。 
な お 、 変 更 で きる の は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ り 名 の 最後 の 
ノー ド 名 ( 『 で 区 切ら れる 最後 の ブロ ッ ク ) だ け で す 。 


日 本 語 入力 F E P の 変更 を 選ぶ と 、 日 本 語 入 力 F EP 

の 一 覧 が 表示 され ます 。 ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 
組み 合わ せ の で き な い 日 本 語 入 力 F EP も あり ます の 
で 注意 し て くだ さい 。 


| [ CONFIG.4ZM ] の 編集 を 選ぶ と 、 そ の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン の 起動 情報 を 記述 し た [ CONFIG.AZM ] フ ァイル を 対 
象 と し て ミニ エディ タ が 起動 され ます 。 デ バイ ス ド ラ 
イ バ を 追加 し た り 、 ア プリ ケー ショ ン の 起動 パラ メー 
タ を 書 替 えた り し ます 。 多重 登録 を お こ な っ た 項目 で 
は 、[ CONFIG.AZM ] の 代り に [ CONFIGO0.4ZM ] て [ CO 
NFIG99.4Z7M ] の ファ イル が 編集 の 対象 に な り ま す 。 


アプ リケーション の [ CONFIG.A4ZM ] フ ァイル の 基本 形 は 、 左 の 例 の よう 
、[ CONFIG.SYS ] フ ァイル に 相当 する 部 分 と [ AUTOEXEC.BAT ] フ ァ イ 
ル に 相当 する 部 分 、 お よび タイ トル か ら 構 成 さ れ て いま す 。 ま た 、 区 切 
PH 
ル に 相当 する 部 分 に は 、「 FILES = 」.「 BUFFERS = 」,「 DEY = 」 で 始 
3 3 
型 、 プ ロッ ク 型 の いずれ の デバ イス ドラ イ バ で も 記述 で きま す 。 


| iaa1- 03- 80 日 本 語 入 力 F E P の 定義 情報 ファ イル [ CONFIG.AZM ] 
G:0e: の 保守 を お こない ます 。 日 本 語 入力 FEP の パラ メー 


5 。 ょ タ 等 を 直接 ミニ エディ タ で 書き 替え ます 。 パ ラメ ー タ 
アプ リケーション の 移 二 計 の 詳細 に つき まし て は 、 各 日 本 語 入力 F EP の マニ ュ 
アプ リケーション の 削除 
日 本 語 入力 ビビ P の 削除 アル を 参照 し て 下さ い 。 
EEEEOEEE 日 本 語 入力 F E P を 選び ます 。 
| Q:Oe: ii 
由 還 に に = 
| | 世 三 過 : 三 : 
回 一 回 13914 3 


直接 指定 


日 本 語 入力 F E P の 定義 情報 ファ イル [ CONFIG.AZM ] 
を 指定 し て ミニ エディ タ の 画面 が 開き ます 。 

DEVICE 行 の パラ メー タ の 修正 な ど を お こ な っ て 下さ 
い 。 


日 本 語 入力 F EP の [ CONFIG.AZM ] フ ァイル に つい て 


日 本 語 入 力 F EP の [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 基本 形 は 、 左 の 例 の よう 
に 、[ CONFIG.SYS ] フ ァイル に 相当 する 部 分 、 お よび タイ トル か ら 構 成 
DEVICE = VJEB.DRV /C: /HS /T0 ルル /】 さ れ て いま す 。 ま た 、 区 切り を 示す た め 半 角 文 字 の [*] が 使わ れ て いま 
す 。[ CONFIG.SYS ] フ ァイル に 相当 する 部 分 に は 、「 DEVICE = 」 で 始ま 
る 行 の み が 記述 で きま す 。 日 本 語 入 力 F E P の 場合 は 、 こ こ で 指定 し た 
タイ トル が メニ ュー 中 の 日 本 語 入 力 F E P の 選択 で 表示 され ます 。 日 本 
語 入力 FEP の 辞書 ドラ イブ な どの 指定 は 、 こ の 「 DEVICE = 」 で 始ま る 
デバ イス 行 で 指定 し て くだ さい 。 


*VJEーB 


ネ 


アプ リケーション の 移動 


アプ リ ケ ー シ ョ ン の 削除 
日 本 語 入 カカ FEP の 削除 


139 1! - 0 8a ロ 


人 モ 衝 上 


アプリケ ーション の 保 守 


ー] 日 本 育 入 カビ FEP の 保 守 


1 番目 の 項目 か ら 、 
8 パッ 5 番目 の 項目 に 移動 し ます 。 | 


| よろ し いで すか ? 


中 和 = ま 


アプ リケーション の 登録 し て ある 項目 の 位置 を 移動 し 
ます 。 6 0 0 項目 の 任意 の 位置 か ら 任意 の 位置 へ 移動 


する こと が で きま す 。 


移動 する 項目 の 位置 を 指定 し ます 。 任意 の 登録 済み の 


項目 を 指定 で きま す 。 
印可 
困 団 回 所 

回 

較 


: ペー ジ 選 択 
: 項目 位置 選択 
: 移動 元 の 決定 
: 中 止 


移動 先 の 項目 位置 を 指定 し ます 。 3 0 ペー ジ 2 0 項目 
の 中 か ら 任 意 の 空白 位置 を 指定 する こと が で きま す 。 


剛 賠 印 こ (| 
国 団 回 所 
回 

回 


: ペー ジ 選 択 

: 項目 位置 選択 
: 移動 先 の 決定 
: 中 止 


移動 元 と 移動 先 の 項目 位置 が 表示 され 確認 の メッ セー 


ジ が 表示 され ます 。 よ ろ し けれ ば | は い に カー 


ソル を 


合わ せ て 軸 キー を 押し ます 。 


アプ リケーション の 削除 


| 語 /27 ア 5 湖 ] 1i3 ヨ 1- ロ 3-eHl 登録 済み の アプ リケーション を 削除 し ます 。 ア プリ ケー 
な | 場 レト 7 le OCG: 天 | ショ ン の サブ ディ レク トリ 中 の ファ イル を 全て 削除 す 
UE る か どう か を 選択 で きま す 。 
q ア ブリ ケー ショ ン の 移動 
証 1991-03- eoll 削除 し た い ア プリ ケー ショ ン を 選択 し ます 。 
芽 | に Gi | 囲 國 田 -( 還 : ペー ジ 選 択 
LV 記 「 困 団 回 所 : 項目 位置 選択 
ー 太 陸 Ver。 4 、 | 生生 半生 回 : 移動 元 の 決定 
= 國 : 中 止 
1391-03- aol 削除 し た い ア プリ ケー ショ ン 名 の 確認 で す 。 こ こ で 
eiOeE3e | は い | と 答え る と メニ ュー の タイ トル か ら 削 除 され ま 
8 る す 。 よ ろ し けれ ば | は い を 選択 し て 、 回 キー を 押し 
て 下さ い 。 


(指定 し た 項目 が 、 ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト の ダイ レク 
ト 登録 で 登録 し た 項目 か アプ リケーション の 多重 登録 
で 登録 し た 項目 で あれ ば 、 タ イト ル の 削除 だ け で 終了 
し ます 。) 


ろ し いで すか ? 


し 王 GTOYCrTs ig9i- ロ 3-eoll さら に 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 内 の 全 フ ァイル と その サブ 
5 ディ レク トリ を 削除 し て よい か た ず ね て きま す 。 ア プ 
リケーション の プロ グラ ム 及 び デ ー タ ファ イル を 全て 
削除 し て よろ し けれ ば | は い | を 選択 し て 回 キー を 押し 
て 下さ い 。 
(削除 を 指定 し た 場合 は 、、 サ ブ デ ィ レ クト リ 中 に 作ら 
れ た サブ ディ レク トリ 内 の ファ イル 及び サブ ディ レク 
= き : トリ も 全て 削除 され ます の で 注意 し て 下さ い 。) 
。 OCRI 衝 EET | いい え | を 選ぶ と タイ トル だ け 消 去 さ れ ま す が 、 ハ ー 
ド デ ィ スク 内 の ファ イル は 消去 され ず に 残り ます 。 


6 。 り 00 < 
(に に < 


0 


保守 日 本 語 入力 FEP の 削除 


ry | jigg1- ロ 3- epl 登録 済み の 日 本 語 入力 F E P を 削除 し ます 。 削 除 の 対 
| 基 7 ya 727 2 G 和 5 dl 議 認 こ 后 り = 生 象 と な る 日 本 語 入 力 F E P の 専用 サブ ディ レク トリ 内 
ター hi 人 4 に お いた 全て の ファ イル を 削除 し ます 。 た だ し 、 ル ー 
レー アフ リタ ーション の 動 ヒ ーーーーー | 半年 ま - キ トディ レク トリ に 置い た 辞書 ファ イル に つい て は 削除 
- の 対象 と な り ま せん 。 
13d1- ロ 3- anl 削除 し た い 日 本 語 入力 F EP を 選択 し ます 。 
ieEdi | 
| FEPH1 ATOK7 

E cc ん 2 本 MCTSTP| 是 | jag!- ロ 3- el 削除 し た い 日 本 語 入力 F EP の 確認 で す 。 | はい を 選 
に 5 ide:te | 択 し て リタ ー ン キー を 押す と 、 そ の 日 本 語 入 力 FEP 


1 1922R 。 の サブ ディ レク トリ 内 の 全て の ファ イル が 削除 され ま 
| す 。 た だ し 、 ル ー ト ディ レク トリ に 置い た 辞書 ファ イ 
ル は 削除 の 対象 と な り ま せん 。 


ATOK7 前 人 し ます 。 目 
よろ し いで すか ? いい え 


辞書 の 削除 に つい て 


最近 の 日 本 語 入力 F EP は ほとん どの 場合 、 そ の 辞書 ファ イル を サブ ディ レク トリ 中 に 置く 事 が 出来 る よう に な 
っ て いま す が 、 下 記 の よう な 理由 に より 通常 は 、 ル ー ト ディ レク トリ に 転送 し て いま す 。 
・ 日 本 語 入力 F EP が バー ジョ ン UP さ れ て も 、 学 習 効果 を 反映 し た 辞書 ファ イル は た いて い の 場 合 、 そ の まま 使 
える 。 


・ 学 習 効果 を 反映 し た 辞書 ファ イル を 複数 の バー ジョ ン の 日 本 語 入力 F EP か ら 利用 で きる 。 

・ サ ブ デ ィ レ クト リ に 置く 場合 より も ルー トディ レク トリ に 置い た 方 が 、 い くら か で も 高速 に アク セス で きる 。 
その 辞書 ファ イル を 永久 に 使う 事 が な く な っ た 場合 に は 、 フ ァイル ユー ティ リティ ー 等 で 直接 に 概 当 する 辞書 ファ 

イル を 削除 し て 下さ い 。 


ュー 環境 の 設定 


較 メモ リス イッ チ の 設定 


メニ ュー 環境 の 証 上 


信 非 去 示 


時 計 表 示 モ ー ド の 設定 
(アナ ログ 人 @ デ ジタル 
画面 表示 モー ド の 設定 
信 反 転 し な いい 反転 する 
カー ソル ブリ ンク 設定 
信 プ リウ ク し な い グリ 2 する 


四 中 


和 誠 


〇 アナ ログ 介 デ ジタル 
画面 表示 モー ド の 設定 


| | カー ソル ブリ ンク 設定 
全 ブ リク し な い に ブリ 2 する 


人 @ 反 転 し な い (反転 する 


_」 
| 
_」 


| ! は 9B1- ロ ヨー8 ロ 


各 項 目 の 設 定 を お こ な っ た の ち 、 
あわ せ て 回 キー を 押し て くだ さい 。 


設定 に カー ソル を 


マウ ス 使 用 の ON プ OFF と 時 計 表 示 モ ー ド の 設定 、 
画面 反転 表示 の ON プ OFF 及 び カ ー ソ ルブリン ク の 
ON プ OFF の 設定 が で きま す 。 


変更 し た い 設 定 項 目 を 選び ます 。 


困 団 : 設定 項目 の 選択 

回 田 : 設 定 値 の 選択 (ONZOFF) 

回 : | 設定 | に カー ソル を 合わ せ て 設定 の 決定 
: | 中 止 | に カー ソル を 合わ せ て 設定 の 中 止 

國 : 設定 の 中 止 


マウ スカ ー ソ ル の 設定 

マウ ス を 使用 し て メニ ュー を 操作 する 時 に ON と し て 
下さ い 。 マ ウス カー ソル が 表示 され マウ ス で 操作 で き 
る よう に な り ま す 。 

マウ ス を 使用 し な い 場 合 は OFF に し て くだ さい 。 


時 計 表 示 モ ー ド の 設定 
アナ ログ 時 計 と デジ タル 時 計 の 表示 を 切り 替え ます 。 
好み に 応じ て 設定 し て くだ さい 。 


画面 表示 モー ド の 設定 

画面 表示 を 白黒 反転 させ て 表示 し ます 。 液晶 ディ スプ 
レイ で 見 に くい 場合 に 、O N に し て 反転 表示 させ て く 
だ さい 。 

CR T 使 用 の 場合 に は OFF に し て ご 使用 くだ さい 。 


カー ソル ブリ ンク 設定 
項目 選択 の 反転 カー ソル を ブリ ンク 表示 させ ます 。 好 
み に 応 じ て ON グ OFF し て くだ さい 。 


メモ リー スイ ッ チ の 設定 (PC-9800》 リ -^ 用 の み ) 


B (CH50 (CS0U (60U 欠 1200 (240 有 (4800 96 
中 1 制御 (有り 久 無 し が 7 ガ ェ ッ ク に 幼 数 〇 大 数 久 無 し 
テー 現 - 條 長 。 倫 〇 8 ルッ プ ビッ 長久 1 


メモ リサ イズ ーー 一 一 一 
128 ( 


CD1 


0 
| RS-232C-0 が カー ー Se ーー 5 
上 | ルト CO150 CG0O C600 @1200 CZ400 

|| の nH 制御 〇 有り 人 無し が の の 2 に 軍 数 ご 
た - 死 ト 長 介 7 。 OB AZ ビ 人 長 1 ClL 


メモ リサ イズ ーー 一 


WTD に 1 
プリ ンタ 装置 ーー 
(CCEN16 CEN24 


上 有 L 


各 項 目 の 設 定 を お こ な っ た の ち 、| 設定 | に カー ソル を 
あわ せ て 回 キー を 押し て くだ さい 。 


PC 一 9800 シ リー ズ の メモ リス イッ チ を 設定 す 
る 機能 で す 。 PC 一 9 80 0 シリ ー ズ 用 の メニ ュー シ 
ステ ム に の みあ る 機能 で す 。 

MS-ーDOS の SWITCH コ マン ド と 同等 の 機能 
を 提供 いた し ます が 、 通 常 で は ブー ト 装 置 の 設定 以外 
に 操作 する 必要 は な いで し ょ う 。 


変更 し た い 設 定 項 目 を 選び ます 。 
困 団  : 設 定 項目 の 選択 
回 田 : 設 定 値 の 選択 CON プ OFF) 


回 : | 設定 | に カー ソル を 合わ せ て 設定 の 決定 
: | 中 止 | に カー ソル を 合わ せ て 設定 の 中 止 
農 : 設定 の 中 止 


RS 一 232C の チャ ン ネ ル 0 の パラ メー タ (ボー 
レー ト 、X プ ロト コル 制御 、 パ リティ チェ ッ ク 、 デ ー 
タビ ッ ト 長 、 ス トッ プ ビ ッ ト 長 ) の 各 設 定 値 を 表示 、 
変更 し ます 。 


メモ リサ イズ 


メイ ン メ モリ の 容量 を 指定 し ます 。 1 2 8KB や 25 
6KB に 設定 する と MS--DOS が 起動 し な く な り ま 
す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 通常 は 、6 40KB を 指 
定 し ます 。 


ブー ト 装 置 

シス テム を 起動 する ドラ イブ 装置 を 指定 し ます 。 

| 標準 | で は 、 各 装置 を 順に 調べ て ゆき 起動 し ます 。 
1MFD、|640KFD|[HD1 | [Hp2| 
[LLS C S | | で は 、 そ れ ぞ れ 指定 さ れ た 装置 か ら の み 起 
動 し ます 。 接 続 され て いな い 装 置 を 指定 し ます と シス 
テム が 起動 し な く な り ま す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


| 
・ 1 ・ L0LI 


ナ ュ < 
自動 起動 アゲ 
"| 居 準 使用 の ド ビ ビ の 変更 
[ CONFIG.SYS ] の 保 
ー-- | [ 人 AUTOEXEC.BAT | の 保 < 
_ | 慣 準 FILES 数 の 設 : 
標準 BUFFERS 数 の 設定 


- 導 !381- ロ ヨーG ロ ll 


4 。 Fe0L0 。 Pt 
5H : 昌 ! 


640 が 人 
547 箇 す 井 
25 
10 
1040 が 人 
2016 Im か 人 
144 IM ル 介 
| 間 EMS の 使用 め ト M 数 5 個 
| 間 人 準 使用 ビビ EP VJE-8 
| 間 自動 起動 7 アー カフ 設定 な し 


EMS と RAM デ ィ ス ク 


通常 の 「 メ ニュ ー シ ス テム 」 の 使い 方 で は 、EMS 
ドラ イ バ を ルー トディ レク トリ の [ CONFIG.SYS ] ファ 
イル に 組み 込ん で くだ さい 。 メ ニュ ー シ ス テム は EM 
S を 自動 的 に 使用 し ます 。 EMS に 対応 し た 日 本 語 

カカ FEP は EMS を 使用 し て メイ ン メ モリ 常駐 量 を 減 
らし ます 。 

起動 する アプ リケーション が EMS に 対応 し て いる 
も の で あれ ば その まま 起動 し て 利用 で きま す 。 (アプ 
リケーション に よっ て は 設定 な ど を お こ な う 必要 の あ 
る 場合 が あり ます 。) EMS に 対応 し て いな い ア プリ 
ケー ショ ン の 場合 に は EMS 領 域 を R AM ディ スク に 
割り 付け る デバ イス ドラ イ バ を [ CONFIG.AZM ] フ ァ イ 
ル に 追加 し 、 ワ ー ク ドラ イブ 等 と し て 有効 に 活用 する 
と よい で し ょ う 。 ワ ー ク ドラ イブ の 指定 が で きる アプ 
リケーション の と き 有 効 で す 。 起動 オプ ショ ン に ワー 
ク ド ラ イブ の 指定 を する 必要 の ある アプ リケーション 
も あり ます 。 


MS 一 DOS 及 び メ ニュ ー シ ス テム の 情報 が 表示 され 
ます 。 


メニ ュー シス テム の バー ジョ ン 番 号 

この メニ ュー プロ グラ ム 自 身 の バ ー ジ ョ ン 番 号 の 表示 
す 。 

MS--DOS の バー ジョ ン 番 号 

いま 起動 し て いる MS 一 DOS の バー ジョ ン 番 号 の 表 
示 で す 。 (MSーDOS の ファ ンク ショ ンコ ー ル が 返 
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主 記憶 容量 
MS 一 DOS が か が 管理 し て いる メイ ン メ モリ ー の 容量 で 
す 。MS-DOS で は 、 通 常 最 大 6 4 0 キロバイト で 


wt 


使用 可能 容量 

メイ ン メ モリ ー の うち 、 ユ ー ザ ー が 利用 可能 な 容量 で 
す 。MS-ーDOS の シス テム や [ CONFIG.SYS ] で 組み 
込ん だ デバ イス ドラ イ バ が 増え る と 、 使 用 可能 容量 が 
減り ます 。 

FILES 数 

現在 の 標準 設定 の F | L ES 数 を 表示 し ます 。 
BUFFERS 数 

現在 の 標準 設定 の BUFFE RS 数 を 表示 し ます 。 
BUFFER サ イズ 

BUFFER 1 個 当 た り の サイ ズ を 表示 し ます 。 

E M S の 全容 量 

EMS が サポ ー ト し て いる 全容 量 を 表示 し ます 。 

E M S の 使用 量 

EMS の 現在 使用 され て いる 容量 を 表示 し ます 。 

E M S の 使用 ハン ドル 数 

EMS の 現在 オー プン し て いる ハン ドル 数 が 表示 され 
ます 。 

標準 使用 F E P 

標準 使用 の F EP に 指定 し た 日 本 語 入 力 F E P の 名 称 
を 表示 し ます 。 

自動 起動 77' リリ ーッ ョ ッ 

自動 起動 の 7 放 -y ョ ッ に 指定 され て いる アプ リ ケ ー シ ョ 
ン 名 を 表示 し ます 。 


mm 


ー | [ AToEWEC.BAT 1 の 保 生 
| 標準 FILES 数 の 設定 
標準 BUEFERS 数 の 設定 


還 還 | 還 | 


2 - ロ 3-eOl 


be 6 


ultiplan Ver.4.1 | に 設定 し ます 。 
よろ し いで すか る 


メニ ュー シス テム の 起動 時 に 、 自 動 的 に 実行 する アプ 
リケーション 項目 を 指定 し ます 。 こ の 機能 は 、 お 客 様 
が いつ も 使う ソフ ト が ほぼ 1 本 に 決っ て いて それ 以外 
の ソフ ト は 時 々 し か 使わ な いと いう 場合 に ご 利用 下さ 
eve 

自動 起動 し た アプ リケーション を 終了 する と メイ ン メ 
ニュ ー に 戻り ます 。 


すでに 、 自 動 起動 の 設定 を お こ な っ て いる 場合 に は 、 
解除 な の か 設定 の 変更 な の か を た ず ね て きま す 。 ま だ 
自動 起動 の 設定 を お こ な っ て いな い 場 合 に は 、 こ の 画 
面 は 表示 され ませ ん 。 

解除 を 選ぶ と 自動 起動 の 設定 は 解除 され ます 。 


自動 起動 に 設定 する アプ リケーション の 項目 を 選択 し 
ます 。 


自動 起動 に 設定 する アプ リケーション 名 を 確認 し ます 。 
よろ し けれ ば 、[| は い | に カー ソル を 合わ せ て 回 キー 
を 押し ます 。 
これ で 、 次 回 の メニ ュー シス テム の 起動 か ら は 、 ま ず 
最初 に 、 自 動 起動 に 指定 し た アプ リケーション か ら 起 
動 し ます 。 
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ッ メ 7 ム 』 一 標準 使用 の F EP の 変更 


Th で Me nu ジグ 5 


FEPOU_VJE 


FEP2 
FEP03 
FEP04 
FEP05 
FEP06 
上 用 FEP07 
上 【 FEP08 
FEP09 


[ CONFIG.SYS 1 の 保守 
[ AUTOEXEC.BAT | の 保守 
標準 FILES 数 の 設定 
標準 BUFFERS 政 の 設定 


日 本 語 入力 ビ EP な し 


TheMenu グ 


IE 
選 択 
回 ~ 回 
直接 指定 


ー 35 


標準 使用 の OF EP の 変更 を お こない ます 。 標準 使 用 の 
FEP と は 、 メ ニュ ー シ ス テム が 標準 と し て 扱う 日 本 
語 入力 FEP の こと で 、 メ ニュ ー シ ス テム 中 の 日 本 語 
入力 操作 で 使う こと が で きま す 。 ま た 、 起 動 す る アプ 
リケーション が 同じ 日 本 語 入 力 F E P を 使用 し て いる 
場合 に は F EP の 切替 が お こ な わ れず に 速く 起動 され 
ます 。 通常 は よく 使わ れる 日 本 語 入力 F EP を 指定 し 
て お いて くだ さい 。 


標準 使用 の FEP に 指定 し た い 日 本 語 入力 F EP を 選 
択 し 、 向 キー を 押し ます 。 


新しい 標準 使用 の F EP を 選択 する と 、FEP を 組み 
変え る た め に 一 旦 メ ニュ ー 画 面 を 終了 し て FEP の 組 
み 込 み が 自 動 的 に お こ な わ れ 、 再 び メ ニュ ー 画 面 に 戻 

り ま す 。 
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[ AUIOEXEC.BAT | の 3 
標準 FILES 表 の 設定 
標 準 BUFFERS 数 の 設定 


バッ クア ッ プ フ ァ イ ル か ら の 複写 | 
シス テム 保存 ファ イル か ら の 複写 


ーー ニー "キー 


CONFIG. SYS 
トーーー( 編集 後 の 7 イル 


( 編集 前 の 7 ヵ イ ル 


| gg 
ONFIG. BAK 


ONFIG. SET 
し ーー 


[ CONFIG.SYS ] カ 人 の 編集 


( ?2 ぢ 4 保存 77 侯 の 複写 ) 


MS 一 DOS シス テム の 起動 時 に 参照 され る [ CONFIG. 
SYS ] フ ァイル の 保守 を お こない ます 。 


ルー トディ レク トリ の [ CONFIG.SYS ] フ ァイル の 内 容 
が 表示 され ます 。 


: ルー ト デ ルル 2 トリ の [CONFIG.S 
YS]7 ヵ 人 を 指定 し て ミ = ェ 
ディ 2 を 起動 し ます 。 
: ルー ト デ ルク トリ の [CONFIG.B 
AK]7? 伯 か ら 編 集 前 の 7? 
侯 を 復元 し ます 。 
MENU の テ ルリ 中 に 保存 
し た [CONFIG.SET] 7? 伺 
か ら 複 写し ます 。 


[CONFIG. SYS] ヵ 人 ル の 編集 | 


が ッ 27 ッ 2777 人 ル か ら の 複写 


47 保存 77 人 か ら の 複写 | : 


[ CONFIG.SYS ] フ ァイル の 編集 を 選ぶ と ルー トディ 
レク トリ の [ CONFIG.SYS ] フ ァイル を 編集 する 画面 に 
な り ま す 。 

編集 終了 後 、 シ ステ ム 保 存 フ ァイル に 複写 する か どう 
か た ず ね て きま す の で 、 永 続 的 な 変更 で あれ ば | は い 
を 選択 し キー を 押し て 保存 し て お いて くだ さい 。 
な ん ら か の 原因 で [ CONFIG.SYS ] フ ァイル が 破壊 され 
た 場合 に 容易 に 復活 で きる 為 に 保存 し て いま す 。 


パッ 777 77 伯 か ら の 複写 
ッ メ 7 ん 保存 7 ヶ 1 ル か ら の 複写 


ッ 74 ー [ AUTOEXEC.BAT ] の 保守 
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自動 起動 ゲー カフ の 設定 
標準 使用 の ド ビ P の 変更 
[| CONFIG.SYS | の 保守 
[ AUTOEXEC.BAT ] の 保守 
憎 準 FILES 共 の 設定 
憎 準 BUFFERS 数 の 設定 
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EYE SOFT / AZ SOFT 
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WENU 
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ーー( 編集 前 の 77 イ ル ) 


AUTOEXEC.SET 


( ?2?A 保 存 77 侯 の 複写 ) 


MS 一 DOS シス テム の 起動 時 に 参照 され る [ AUTOEX 
EC.BAT ] フ ァイル の 保守 を お こない ます 。 


ルー トディ レク トリ の [ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル の 内 
容 が 表示 され ます 。 
| [AUTOEXEC. BAT]7? 侯 の 編集 | : #- ト デル トリ の [AUTOEX 
EC. BAT]7? 伯 を 指定 し 
て ミ に 7 72 を 起動 し ま 
す 。 
ル - ト 7 イル 7 トリ の [AUTOEX 
EC. BAK]7? 伯 か ら 編 集 
前 の 7 ヵ 侯 を 復元 し ま 
す 。 
MENU の テ r ルト り 中 に 保 
存 し た [AUTOEXEC. SE 
T]7 ヵ 侯 か ら 複 写し ま 
す 。 


LA 22727 77 偽 か ら の 複写 | : 


?77A 保 存 77 作 か ら の 複写 |: 


[ [AUTOEXEC.BAT] フ ァイル の 編集 | を 選ぶ と ルー トディ 
レク トリ の [ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル を 編集 する 画面 
に な り ま す 。 

編集 終了 後 、 シ ステ ム 保 存 フ ァイル に 複写 する か どう 
か た ず ね て きま す の で 、 永 続 的 な 変更 で あれ ば | は い | 
を 選択 し キー を 押し て 保存 し て お いて くだ さい 。 
な ん ら か の 原因 で [ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル が 破壊 さ 
れ た 場合 に 容易 に 復活 で きる 為 に 保存 し て いま す 。 


パッ 27 ッ 7 7 ァ 7 侯 か ら の 複写 
y27A 保 存 7717 ル か ら の 複写 


ー | [ AUTOEXEC.BAT 1 の 保 


自動 ke 動 リー カフ の 設定 ーー 
| 森 準 使用 の FEP の 変更 
[ CONFIG.SYS | の 保守 上 E 


シス テム の 状態 表示 
自動 起動 アゲ ウー カフ の 設定 
標準 使用 の FEP の 変 更 


自動 起動 7 ゲ - フ の 設定 
標準 使用 の FEP の 変更 記 
[ CONFIG.SYS ] の 保守 
[ AUTOEXEC.BAT | の 保守 


- 間 !331- ロ ヨ -e ロ ll 


シス テム の 状態 表示 
自動 起動 7 - カ 2 の 設定 
標準 使用 の FE ビ P の 変更 
[ CONFIG.SYS の 保守 


標準 BUFF ERS 
BUFFERS 数 = 20 
1 


贅 の 設定 


標準 指定 の F | L ES 数 の 設定 変更 を お こない ます 。 
目的 の アプ リケーション を 起動 する [ CONFIG.AZM ] フ ァ 
イル の 中 に 「 FILES= 」 の 行 が な い 時 、 お よび ダイ レ 
クト コマ ンド 入力 を お こ な っ た 時 に 、 こ の FILES 
数 が 採用 され ます 。 


| 標準 FL ES 数 の 設定 の 項目 を 選択 する と 現在 の 
設定 値 が 表示 され 数 値 入力 の 状態 と な り ま す の で 、 
定 し た い 値 を 入力 し て くだ さい 。 


言 ル 
に 4 


標準 指定 の BUFF ERS 数 の 設定 変更 を お こない ま 
す 。 目 的 の アプ リケーション を 起動 する [ CONFIG.AZM 
] フ ァイル の 中 に 「 BUFFERS= 」 の 行 が な い 時 、 お よ 
び ダ イレ クト コマ ンド 入力 を お こ な っ た 時 に 、 こ の B 
UFFERS 数 が 採用 され ます 。 


標準 BUFFE RS 数 の 設定 の 項目 を 選択 する と 現 
在 の 設定 値 が 表示 され 数 値 入力 の 状態 と な り ま す の で 、 
設定 し た い 値 を 入力 し て くだ さい 。 


ーー Eu 
[Fo 画 


[f・5| ^- ゲ ー ペー ジ タ イ トル の 表示 と 切替 


TheMenu: 


困 国 四 貼 ペー ジ 選 択 問 ペー ジ 切 替 回 タイ トル 変更 四 中 申 


| 
| 
| 
| 
購 
| 
| 
[ 


困 団 国 向 ペー ジ 選 択 賠 ペー ジ 切替 回 タイ トル 変更 回 


ペー ジ タ イ トル の 一 覧 表示 と ペー ジ 切 替 を お こない ま 
す 。 ま た 、 ペ ー ジ タイ トル の 変更 も で きま す 。 


3 0 ペー ジ 分 の ペー ジ タ イ トル の 一 覧 が 表示 され ます 。 
始め に 反転 カー ソル の ある 位置 が 現在 の ペー ジ で す 。 


條 慌 IE : ペー ジ の 選択 

: ペー ジ の 切替 (その ペー ジヘ へ ジャンプ) 
ペー ジ タ イ トル の 変更 

: 中 止 


較 困 


作 


較 キー を 押す と ペー ジ タ イ トル の 変更 の ウィ ンド ウ 
が 開き ます 。 各 ペー ジ タ イ トル は 、 全 角 文 字 で 1 1 文 
字 以 内 で す 。 


一 委 0 = 一 


光生 且 2 ンジ ュー ト ドモ ギラ ー イ リフ シイ 


で で Ri サブ ディ レク トリ や ファ イル の 複写 や 削除 な どの 作業 
/ ん ルイ 5 方 / グ | TheMenu グ | に に 。 1 あぁ == ー 
りら 7727, 5 EE を 簡単 に 行う こと で きま す 。 ハ ー ド ディ スク の みな ら 


[ 和 ほ 昭 | 人 R で | 貞夫 Po 人 | 本 27 還 許 7 
ず フ ロッ ピー ディ スク の ファ イル も 作業 の 対象 に する 
サー ドー 一 9 ーー こと が で きま す 。 サ ブ デ ィ レ クト リ の 指定 は 、 ツ リー 
EE が 計 記 表示 で わか りや すく 表示 し て いま す 。 
5 の ED EE iag1- ロ 3- 80 ファ イル ユー ティ リティ を 選択 する と 、 ま ず 、「 ド ラ 
リル テー ア ト TheMenu グ デ の 
プル 2 本 に: DE:D: イブ 選択 」 の 画面 が 表示 され ます 。 こ の 画面 で 操作 の 
テイ ル 7 テ 寺 呈 4 
施 5 。、 ii. 対象 と する ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 
作業 を お こ な う ドラ イ きま 


旧 ブ を 指定 し て くだ さ 
い 。 


ヘー グン 選 択 


ツリ ー 状 に サブ ディ レク トリ が 表示 され ます 。 ファン 
クシ ョ ン キ ー で | 複写 | | 移動 || 削除 | | 変更 | | 作成 | 
を 選ぶ と サブ ディ レク トリ 単位 に それ ぞ れ の 作業 が お 
こ な え ます 。 ま た 、 回 キー を 押す と 反転 カー ソル の 
ある 位置 の サブ ディ レク トリ 内 の ファ イル を 対象 と し 
た ファ イル 単位 の 操作 の 画面 に 切り 替わり ます 。 


(し サブ ディ レク ト り 単位 の 複写  ) 
サブ ディ レク トリ と その 中 の ファ イル を まとめ て 別 の 
サブ ディ レク トリ や 別 ド ライ ブ に 複写 し ます 。 な お 、 
ーー 指定 され た サブ ディ レク トリ の 中 に 含ま れる サブ ディ 
了 定 し て くだ さい 。 時 問 | レク トリ も 同時 に 複写 され ます 。 複 写し た い サ ブ ディ 
| : レク トリ に 反転 カー ソル を 合わ せ 、 [f-1] キー を 押し 
ます 。 コ ピー 先 の ドラ イブ を 指定 する と 、 そ の ドラ イ 
ブ の サブ ディ レク トリ が ツリ ー 表 示さ れ ま す の で 、 複 
写す る サブ ディ レク トリ の 親 デ ィ レ クト リ と な る サブ 
ディ レク トリ を 指定 し ます 。 


]9[ |1ml 給 了 
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ディ レク トリ [DEFIBF . | を 削除 し ます 。 


よろ し いで すか ? 


な 更 |6 作成 17| 8| |9| 


[cs 


]4 | 際 5 交 更 16| 作 成 1| 


| 目 | 還 証 ii 上 


| | 机 ち ]2 | 重 3| | 


中 NML 


サブ ディ レク トリ 単位 の 移動 


サブ ディ レク トリ と その 中 の ファ イル を まとめ て 別 の 
サブ ディ レク トリ や 別 ド ライ ブ に 移動 し ます 。 | 複写 | 
と は 異な り 、 元 の サブ ディ レク トリ は 削除 され ます 。 
移動 し た い サ ブ デ ィ レ クト リ に 反転 カー ソル を 合わ せ 
f-2| キー を 押し ます 。 移 動 先 の ドラ イブ 指定 を する 
と 、 そ の ドラ イブ の サブ ディ レク トリ が ツリ ー 表 示さ 
れ ま す の で 、 移 動 す る サブ ディ レク トリ の 親 デ ィ レ ク 
トリ と な る サブ ディ レク トリ を 指定 し ます 。 


サブ ディ レク トリ を 削除 し ます 。 そ の サブ ディ レク ト 
リ に 含ま れる 全て の ファ イル お よび サブ ディ レク トリ 
を 削除 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 削 除 し た い サ ブ 
ディ レク トリ に 反転 カー ソル を 合わ せ [4] キー を 押 
し ます 。 確 認 の 表示 が 出 ま す の で 本 当 に 削除 し て よい 
サブ ディ レク トリ か どう か を 確認 し た うえ で | はい | 
に 反転 カー ソル を 合わ せ 回 キー を 押し ます 。 


し 清 3 セタ トリ 莉 の 装置 。  、 「 ' ) 
すでに 作成 され て いる サブ ディ レク トリ の 名 前 を 変更 
し ます 。 名 前 を 変更 し た い サ ブ デ ィ レ クト リ に 反転 カー 
ソル を 合わ せ キー を 押し ます 。 新 し い サ ブ デ ィ 
レク トリ 名 の 入力 ウィ ンド ウ が 表示 され る の で 、 半 角 
文字 で 1 1 文字 以内 で 入力 し 、 回 キー を 押し ます 。 


サブ ディ レク トリ の 作成 


新しく サブ ディ レク トリ を 作成 し ます 。 サ ブ デ ィ レ ク 
トリ を 作成 する 親 デ ィ レ クト リ に 反転 カー ソル を 合わ 
せ [f@] キー を 押す し ます 。 新しく 作成 する サブ ディ 
レク トリ 名 の 入力 ウィ ンド ウ が 表示 され ます の で 、 半 
角 文 字 で 1 1 文字 以内 で 入力 し 、 回 キー を 押し ます 。 
確認 の 表示 が 出る の で | は い | に 反転 カー ソル を 合わ 
せ 同 キー を 押し て くだ さい 。 


7Y 信 一 ファ ギル ユー ティ リティ 


ツリ ー 状 に サブ ディ レク トリ が 表示 され て いる 状態 か 
ら 、 キー を 押す と 反転 カー ソル の ある 位置 の サブ 
ディ レク トリ 内 の ファ イル を 対象 と し た ファ イル 上 単位 
の 操作 の 画面 に 切り 替わり ます 。 こ こ で は 、 フ ァイル 
単位 の 複写 ・ 削 除 ・ 移 動 な ど を お こ な う こと が で きま 
す 。 困 . 団 キー で ファ イル を 選択 する 反転 カー ソ 
ル を 移動 し 、 , 國 キー で ファ イル 名 表示 を スク ロー 


ル す る 事 が で きま す 。 


ファ イル の 複写 を 行い ます 。 複 数 の ファ イル を 一 括 し 
て 複写 する こと が で きま す 。 フ ァイル 名 一 覧 表示 の 画 
面 で [ 陸 和 1 キー を 押す と 、「 複 写す る ファ イル を 選択 
し て くだ さい 。」 と 表示 され ます 。 複 写し た い フ ァ イ 
ル に 、 困 団 キー で 反転 カー ソル を 合わ せ 回 キー 
0004 ・・・ は を 押し て 選択 し ます 。 複 数 の ファ イル が 一 括 し て 選択 
人 0:M ・・・4 で きま す が 、 複 写 先 が 同一 の ディ レク トリ の 場合 に 限 
0:OO:04 ・・・8 られ ます 。 複写 の 対象 と な る ファ イル は 先頭 に か っ こ 
付き の 番号 が 選択 順に 表示 され ます 。 フ ァイル の 複写 
は この 番号 順に お こ な わ れ ま す 。 


ファ イル の 選択 が 終っ た ら 、 [政和 ] キー を 押し ます 。 
する と 「 複 写 先 の ドラ イブ 名 を 指定 し て くだ さい 。」 
と 表示 され ます の で 、 複 写 先 の ドラ イブ 名 を 指定 し ま 
。 
ドラ イブ 名 の 指定 を する と 、 そ の ドラ イブ の サブ ディ 
レク トリ が ツリ ー 表 示さ れ 、「 複 写 先 の ディ レク トリ 
を 選ん で くだ さい 。」 と 表示 され ます 。 フ ァイル の 複 
写 先 と な る サブ ディ レク トリ を 指定 し ます 。 
確認 の 表示 が 出る の で | は い | に 反転 カー ソル を 合わ 
せ 回 キー を 押し て くだ さい 。 
ファ イル を 移動 し ます 。 た だ し 複写 と 異な り 、 移 動 元 
> MI BE 4 ・! の ファ イル は 消去 され ます 。 フ ァイル 名 一 覧 表示 の 画 
面 で キー を 押す と 、「 移 動 す る ファ イル を 選択 
し て くだ さい 。」 と 表示 され ます 。 移 動 し た い フ ァ イ 
ル に 、 困 団 キー で 反転 カー ソル を 合わ せ 加 キー 
を 押し て 選択 し ます 。 複 数 の ファ イル が 一 括 し て 選択 
で きま す が 、 移 動 先 が 同一 の ディ レク トリ の 場合 に 限 
られ ます 。 移 動 の 対象 と な る ファ イル は 先頭 に か っ こ 
付き の 番号 が 選択 順に 表示 され ます 。 フ ァイル の 移動 
は この 番号 順に お こ な わ れ ま す 。 


:w 剛 


ーー 44 ee 


: rorrmrwrirr:ysmwmeparneg が に 、 | 


ファ イル [PRINI .EXE ] を 前 除 し ます 。 


[ea 


arPmmkaver: 


EMW 
ENG86 


削除 


する ファ イル を 選択 し て くだ さ 


ア れ 名 | PR 
0N 
Hidden 


System 


Archive 


ファ イル の 選択 が 終っ た ら 、 [ 和 ] キー を 押し ます 。 
する と 「 移 動 先 の ドラ イブ 名 を 指定 し て くだ さい 。」 
と 表示 され ます の で 、 移 動 先 の ドラ イブ 名 を 指定 し ま 
す 。 

ドラ イブ 名 の 指定 を する と 、 そ の ドラ イブ の サブ ディ 
レク トリ が ツリ ー 表 示さ れ 、「 移 動 先 の ディ レク トリ 
を 選ん で くだ さい 。」 と 表示 され ます 。 フ ァイル の 移 
動 先 と な る サブ ディ レク トリ を 指定 し ます 。 

確認 の 表示 が 出る の で | は い | に 反転 カー ソル を 合わ 
せ 回 キー を 押し て くだ さい 。 


ハー ド デ ィ スク や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の 不要 な ファ 
イル を 削除 し ます 。 フ ァイル 名 一 覧 表示 の 画面 で 、 
[E4] キー を 押す と 、「 削 除 す る ファ イル を 選択 し て 
くだ さい 。」 の 表示 が 出 ます 。 削 除 し た い フ ァイル に 、 
困 , 団 キー で 反転 カー ソル を 合わ せ 回 キー を 押し 
ます 。 複 数 の ファ イル が 一 括 し て 選択 で き 、 削 除 の 対 
象 と な る ファ イル は 先頭 に か っ こ 付 き の 番 号 が 指定 順 
に 表示 され ます 。 フ ァイル の 指定 が 終っ た ら 、 [1 
キー を 押し ます 。 確 認 の 表示 で 、 | は い | に 反転 カー 
ソル を 合わ せ 向 キー を 押す と 、 指 定 さ れ た ファ イル 
は 削除 され ます 。 


ファ イル 名 の 変更 を 行い ます 。 名 前 を 変更 し た い フ ァ 
イル に 反転 カー ソル を 合わ せ キー を 押し ます 。 
新しい ファ イル 名 の 入力 ウィ ンド ウ が 表示 され ます の 
で 、 フ ァイル 名 を 入力 し 、 回 キー を 押し ます 。 確 認 
の 表示 が で ます の で 、 | は い | に 反転 カー ソル を 合わ 
せ 回 キー を 押し ます 。 


ファ イル の 属性 を 変更 し ます 。 属 性 を 変更 し た い フ ァ 
イル に 反転 カー ソル を 合わ せ キー を 押し ます 。 
現在 の 属性 の 状態 が 表示 され ます 。 変更 し た い 属 性 の 
項目 を 国 周 キー で 選択 し 、 回 田 キー で 属性 の 0N/ 
OFF を 切り 換え ます 。 


ディ 729 一 ディ スク 残り 容量 の 表示 


MS 一 DOS が 認識 する 全て の ドラ イブ を 順に 調べ て 、 
5 ディ スク の 残り 容量 の 表示 と 使用 率 の 棒グラフ 表示 を 
ティ スク さ 全品 の 二 示 計 還 EE 写 8 お こない ます 。 
ディ スク 情 報 の 表示 計 . ロ 

テー ジィ 2 の オー カト 


アン スン あり で ョ か ee 記 A ド ライ ブ か ら 順 に 調べ て Z ド ライ ブ ま で を 表示 し ま 
トラ 7 名 使用 晶 残 偶 (KB) トラ 7 名 使用 量 残 晶 (KB) す 。 
較 IDD | 画 ] 35676 MI 
人 財 ドラ イブ 名 : ドラ イブ 名 と ドラ イブ の 種類 を 表示 し 
剛 上 ます 。 
上 机 使 用 量 : 全 使用 量 を 、 そ の ドラ イブ の 全容 量 
四 間 1 0 0 パー セン ト と し た 割合 で 棒 グ ラ 
i | フ 表 示し ます 。 
上 | 呈 g 詳細 情報 の 表示 残 量 : その ドラ イブ の 残り 容量 を キロ バイ ト 
RT 単位 で 表示 し ます 。 
1 03 Sh さら に 困 . 団 . 回 . 田 キー で ドラ イブ 名 の と ころ に 表 
 : DTE Oo 示さ れ て いる 反転 カー ソル を 移動 し て ドラ イブ 名 を 選 
が 5 で 5 1 ii sp 。, 択 し 回 キー を 押す と 、 そ の ドラ イブ の 詳細 情報 が 表 
| 0 : 2 バイ ト 較 得 コーー 示さ れ ま す 。 こ こ で 表示 され る 情報 は 、 12 
名 能 容 64 AT ト = 5 呈 ュ 中 の | ディ スク 情報 の 表示 | で 表示 され る 内 容 と 同じ 
0 : 1989-11-27 00:0O:04 0 ーー で す 。 
[ IDOS.SYS |] -: 1989-11-2?7 四 : 加 :04 
[| CONWWND.CON | : 1989-11-27 中 :U:04 
507 10UZ 


* ィ (22 一 ディ スク 情報 の 表示 


FTs 


ドラ イブ 名 を 指定 し て 、 そ の ドラ イブ の 全容 量 や 空き 


容量 な どの 表示 を お こない ます 。 


ドラ イブ 名 る - [ HDD 

全 デ ィ ス ク 人 容量 : 40370176 バイ ト 

使用 晶 ・ 3837952 バイ ト 
に 9 欠 

使用 可能 容量 9 36532224 バイ ト 

クラ スタ サイ ズ : 2048 バイ ト 

ホリ ュー ムラ ベル : 

[ I0.SYS 1 : 1989-11-27 00:00:04 

[ SDOS.SYS | : 1989-11-27 (0: 

[ CONWAND.CON | : 1989-11-27 加 : 


山 4 507 


指定 し た ドラ イブ の ディ スク 情報 が 表示 され ます 。 


各 表 示 の 説明 


ドラ イブ 名 


(種別 の 表示 ) 


の ダ 容 


衣 
肥 


使用 量 


クラ スタ サイ ズ 


Ua 二 ム ラペ ベル: 


[ 10.SYS ] 
[ MSDOS.SYS ] 
[ COMMAND.COM ] 


現在 の ディ スク 情報 を 表示 し て 

いる ドラ イブ 名 と 種別 が 表示 さ 

れ ま す 。 

FDD : フ ロッ ピー ディ スク ドラ 
イブ 

HDD : ハ ー ド ディ スク ドラ イブ 

RAM2:RAM デ ィ ス ク な ど デ バ 
イス ドラ イ バ で 組み 込ん 
25R ラ イダ 


その ドラ イブ 全体 の 容量 を バイ 
ト 単位 で 表示 し ます 。 


その ドラ イブ で 実際 に 使用 し た 
容量 を バイ ト 単 位 で 表し ます 。 


その ドラ イブ で 新た に 使用 可能 
な 空き 容量 を バイ ト 単 位 で 表示 
し ます 。 


その ドラ イブ で ファ イル が 配置 
され る 最小 の 管理 単位 で す 。 例 
えば 、 1 バイ ト の ファ イル を 入 
れ だ た と し で お 。 タラ スタ サイ 
分 の 空き 領域 が いち ど に 減少 い 
た し ます 。 


その ドラ イブ に つけ られ た ボリ 
ュー ムラ ベル を 表示 し ます 。 

ボリ ュー ムラ ベル は 、 フ ォ ー マ 
ッ ト 処 理 ま た は [ LABEL ] コ マ 
ンド で 付け る こと が で きま す 。 


各々 の シス テム ファ イル の タイ 
ム ス タ ン プ を 表示 し ます 。 通常 
この 3 本 の シス テム ファ イル は 
タイ ム ス タ ン プ が そろ っ て いま 
す 。 サ ポー ト を お こ な う 際 に 、 
MS 一 DOS の 細か な バー ジョ 
ン を 確認 する 為 な ど に 使い ます 


7 742 ー デー タフ ロッ ピー ディ スク の 初期 化 


| 


人 Screamwem デー タデ ィ ス ク に する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 初期 化 
7727/2 王 TTrmrz 還 寺 0 し が に 
し と 座り グー 一 守 w 中 ) を お こない ます 。 シス テム ディ 


イス ク 空 き 容量 の 表 示 3 スク の 作成 は お こ な え ませ ん 。 
ディ スク 情 報 の 表示 ー 


フォ ー マ ッ ト 作 業 を お こ な う ドラ イブ 名 を 選ん で くだ 


選 : 員 さい 。 


EEIF 芝 Sd 
930 


C: 両 用 ドラ イブ 2 目 


旧 フォ ー マ ッ ト 作 業 を お こ な う ドラ イブ 名 を 適 ん で 
| くだ さい 。 田 団 選択 回 実行 回 中 


991 EYE S 


フォ ー マ ッ ト の 種別 を 選択 し ます 。 選択 で きる 種類 の 
一 覧 が 表示 され て いま す の で 選ん で くだ さい 。 


TheMenu2 


C: 画 用 ドラ イブ 2 2D0 (720KB) 4- ツ ト 
2DD (640KB) カー マット 


フォ ー マ ッ ト の 種別 を 選ん で 下さ い 。 
還 | 団 選択 還 実行 皿 | 中 止 


フォ ー マ ッ ト 作 業 を 開始 し ます 。 フ ォ ー マ ッ ト を お こ 
な っ て よい フロ ッ ピー ディ スク が 指定 し た フロ ッ ピ ー 
5 で 26) | 】 計 1 3 ディ スク ドラ イブ に 入っ て いる こと を 確認 し て 回 キー 
200 (720KB) カー マット ゃ 

| - を 押し て くだ さい 。 

| | 


2DD (640KB) カー マト 


唱 フォ ー マ ッ ト 作 業 を 開始 し て よろ し いで すか ? 
いい え 


し J99L Et 50 


TheMenu2 ] 


200 (720KB) 24 
200 (64DKB) カー の ト 


ボリ ュー ムラ ベル を 入力 し 
て くだ さい 。 (回 キー の み 


デー タ [ 皿 
終る まで し に 


EE」 
画 se Es 
| に だ 性 較 2 1 に 全 生 -」 
: 5 
用 
B: 両用 ドラ イブ | 人 
200 (720KB) 4- の ト ロー 
200 (640KB) 7 ォ ー ト ほ 
ュ = ょ 
記 1 
ま ょ 
E ーー ニーーーーーー まつ 
続け て 別 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ トレ し 6 


ます か 


[Ge 


ボリ ュー ムラ ベル を 入力 し て くだ さい 。 文字 を 入力 せ 
ず に キー の み で ボリ ュー ムラ ベル は 付き ませ ん 。 


引き 続き 2 枚 以 上 の フォ ー マ ッ ト を お こ な う と き に は 
次 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入れ 替え て キー を 押し 
で くだ さい 。 

作業 を 終え る と き に は 固 キー を 押し て くだ さい 。 


国 還 剛 園 選 択 
回 中 断 


ドラ イブ 名 変更 
回 テル 外 り 移動 / 決 定 


内 蔵 の エディ タ を 起動 し ます 。|「 エディ タ の 環境 設定 | 
で 市 販 の エディ タ を 登録 し て ある 場合 に は その エディ 
タ が 起動 し ます 。 


編集 する ファ イル 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
入力 し た ファ イル 名 を 指定 し て エディ タ が 起動 し ます 。 
ここ で ファ イル 名 を 入力 せ ず に 回 キー の み を 入力 す 
る と 次 の 表示 選択 方 式 の ファ イル 名 選択 に 進み ます 。 


編集 し た い フ ァイル の 存在 する ドラ イブ 名 を 指定 し ま 
す 。 


指定 し た ドラ イブ の サブ ディ レク トリ の 一 覧 が 表示 さ 
れ ま す の で 、 編 集 し た い フ ァイル の 存在 する サブ ディ 
レク トリ を 指定 し ます 。 


さら に 、 指 定 し た サブ ディ レク トリ 内 の ファ イル 名 の 
一 覧 が 表示 され ます の で 、 編 集 し た い フ ァイル を 選び 
ます 。 内 蔵 エ ディ タ が 起動 し 、 指 定 し た ファ イル を 編 
集 で きま す 。 


ね 3!1- ロ a-eOll 


//7@7767/ の 


内 蔵 エ ディ タ に つい て 


この メニ ュー シス テム に 内 蔵 さ れ て いる エディ タ は 、 市 販 の エディ タ 
ソフ ト に 比べ 、 機 能 的 に は ずっ と 小さ いも の で す が 、 簡 単 な バ ッ チ ファ 
イル な どの 作成 や 書き 換え な ど 、 テ キス ト フ ァイル を ちょ っ と 訂正 し た 
いと き な ど に と て も 便利 な も の で す 。 
また 、 メ ニュ ー シ ス テム 中 の | 保守 や | 72 ヵ ム 中 で 開く エディ タ も 画面 表 
示 幅 が 小さ いこ と を 除け ば 操作 は 同じ で す 。 

エディ タ の 編集 画面 で は 、 画 面 左 上 に 編集 対象 の バス 、 フ ァイル 名 、 
画面 中 央 上 に カー ソル 位置 の 座標 ( 行 , 桁 ) 、 画 面 右 上 に 上 書き ノ 挿 入 
モー ド の 表示 が あり ます 。 ま た 、 画 面 下 側 に は ファ ンク ショ ン キ ー メ ニュ ー 
が 表示 され て お り 、 そ れ ぞ れ に 各 機 能 が 割り 当て られ て いま す 。 


[ 下 生 : 終了 (テキ スト を セー ブ し 編集 を 終了 する ) 
編集 し て いる テキ スト ファ イル を 画面 左上 に 表示 し て いる ファ イル 名 
で 書き 戻し て 編集 を 終了 し ます 。 


[ 包 : 中 止 (テキ スト を 破棄 し 編集 を 終了 する ) 
編集 を 強制 終了 させ ます 。 編 集 さ れ た テキ スト は 破棄 され 、 編 集 前 の 
内 容 が 残り ます 。 


[万 即 : JUMP (指定 する 行 番号 の 行 へ 移動 ) 
任意 の 行 番号 へ カー ソル を ジャ ンプ させ ます 。 画 面 の 上 部 中 央 に 表示 
され る 左 の 数 字 が カー ソル の ある 行 番号 を 表し ます 。 


(カー ソル の ある 行 を 1 行 消 去 ) 
カー ソル の ある 行 全体 を 1 行 削除 し 、 行 を 詰め ます 。 消さ れ た 行 の 内 
容 は 1 行 分 だ け エ ディ タ 内 の 記憶 領域 に 記録 され て 、 次 の | 行 複 の 機能 
で 任意 の 位置 に 複写 で きま す 。 複 数 の 行 を 連続 し て 消去 し た 場合 に は 、 
最後 に 消さ れ た 1 行 だ けが 、 記 憶 領域 に 記録 され て いま す 。 


市 販 の エディ タ を 登録 し て の エディ タ の 起動 


で 直接 起動 で きる よう に 設定 し ます 。 


起動 パス 名 と パラ メー タ 文 字 列 を それ ぞ れ 入力 し ます 。 
起動 パス 名 は プロ グラ ム フ ァ イル 名 も 含め て 記入 し て 


くだ さい 。 
( 例 ) 4:\ エ デ 12YEDIT.EXE 


起動 パス 名 が 空白 の と き 内 蔵 エ ディ タ が 起動 し ます 。 


[ 可 : 行 複 ( 行 削 で 削除 し た 1 行 を カー ソル の ある 位置 に 挿入 ) 

| 行 削 | で 消さ れ た 最後 の 1 行 の 内 容 が 挿入 され ます 。 1 行 を 単純 に コ 
ピー し た い 場 合 は 、| 行 削 | で 1 行 を 記録 領域 に 取り 込ん だ 後 一 度 | 行 複 | 
で 元 の 位置 に 書き 戻し 、 そ れ か ら コ ピー し た い 位置 へ カー ソル を 移動 し 
て [ 行 複 を 1 回 押し ます 。 す る と その 行 が 1 行 コ ピー され 挿入 され た 結 
果 に な り ま す 。 | 行 削 | され る まえ の 記録 領域 に 、 な に も 持た な い 状 態 で 
| 行 複 を 指定 する と 、 空 白 行 を 1 行 挿入 し ます 。 


人: 行 挿 (カー ソル の ある 位置 に 1 行 挿 入 ) 
空白 行 を 1 行 挿入 し ます 。 


[本 +[ 刊 : (テキ スト の 先頭 の 行 へ 移動 ) 
編集 テキ スト の 先頭 行 の 行頭 へ カー ソル を 移動 し ます 。 


(人 記 土 尼 : (テキ スト の 最後 の 行 へ 移動 ) ) 


編集 テキ スト の 最終 行 の 行頭 へ カー ソル を 移動 し ます 。 


( 本局 + 回 : (現在 の 行 の 先頭 へ 移動 ) ) 


現在 カー ソル が ある 行 の 先頭 の 位置 へ カー ソル を 移動 し ます 。 


填 国 : (現在 の 行 の 最後 へ 移動 ) 
現在 カー ソル が ある 行 の 最後 の 位置 へ カー ソル を 移動 し ます 。 


CPU 本 体 に 内 蔵 の カレ ンダ クロ ッ ク の 設定 を お こ な 
いま す 。 年 、 月 、 日 、 時 、 分 が 指定 で き 、 設 定 の 回 
キー を 押し た 時 点 で 0 0 秒 に な り ま す 。 


困 慰 : 年 、 月 、 日 、 時 、 分 の 項目 を 選択 し ます 
回 田 : 選択 され た 項目 の 値 を 土 1 増減 し ます 。 


8] : 選択 され た 項目 の 値 を 直接 入力 し ます 。 
回 : カレ ンダ クロ ッ ク に 設定 し ます 
Esc : 設定 作業 を 中 止 し ます 。 


| 1881- 03- eo カレ ンダ の 一 時 的 表示 の 変更 を お こない ます 。 年 、 月 
| 09 : を 指定 で きま す 。 操 作 は | 日 付 ・ 時 刻 の 設定 | と 同じ で 
時 刻 の  。、 す 。 


ッ ダ ー の 表 1 


| 田 回 
選 所 


IE 生 時季 選 今年 の カレ ンダ の 1 年 分 を 画面 いっ ぱい に 表示 し ます 。 
メイ ン メ ニュ ー 画 面 の カレ ンダ と 同様 に 当日 の 表示 が 
反転 し ます 。 


終了 一 メニ ュー シス テム の 終了 


ig9!- ロ ヨ -anl メニ ュー シス テム を 終了 し ます 。 
己 : 記 : | 


標準 使用 の F EP を 残し た まま 終了 する か 、 全 て を 解 
放し て 起動 前 の 状態 に 戻し て 終了 する か を 選択 し ます 。 
標準 使用 の F EP を 残し た 場合 に は 、F IL ES 数 お 
よび BUFFE RS 数 も 、 そ れ ぞ れ 標準 F | L ES 数 、 
標準 BUFFERS 数 を 残し て 終了 し ます 。 


| 標準 ド ビ P を 残し て 終了 し ます か ? 


Sg| サブ メニ ュー に つい て 


| SN フウ | 
呈 較 |2 |3|4I5I6I?7I8I9I10O 


FORIWI 
CHKDSK 
「C 


は | 選 

剛 剛 "マテ 切 替 
回 実 行 
名 中 


TheMenu 


DISKCOPY 
FORWI 
CHKDSK 


| FC 


所 | 旧 = 


EEIEIII 
人 
+ 


1[ cd 
Fa + 


還 軒 27121LTIKTGLTLLLLII 
DISKCOPY 』 

rr 
CHKDSK 
 『C 


1991 ー ロコ - に ) 


し 図 サ プ メ ニュ ー の キー プン ぁ 刺 生 、 ) 

メイ ン メ ニュ ー の 状態 で 固 キー を 押す と サブ メニ ュー 
の ウィ ンド ウ が オー プン し ます 。 1 2 項目 X 1 0 ペー 
ジ 分 で 1 2 0 個 の 項目 が あり ます 。 メ イン メニ ュー の 
どの ペー ジ を 操作 中 で も 較 キー で 即座 に 開け ます の 
で 、 よ く 使 う ユ ー テ ィ リ ティ な ど を 入れ て お く と 便利 
で し ょ う 。 各 項目 は メイ ン メ ニュ ー と 同じ も の が 登録 
で きま す 。 サ ブ メ ニュ ー の 登録 で 登録 で き な い アプ リ 
ケー ショ ン は メイ ン メ ニュ ー で 登録 し た 後 サ ブ メ ニュ ー 
の 移動 で 移動 し て くだ さい 。 


圏 一 [ 弄 11 サブ メニ ュー の 登録 

ユー ティ リティ ソフ ト の ダイ レク ト 登 録 と 同じ 手順 で 
す 。 た だ し 、 登 録 場所 の 指定 が サブ メニ ュー 中 に な り 
ます 。 


圏 賠 印 < 候 ・ ペー ジ 選 

[人生 団 : 項目 位置 選択 
ロ : 登録 位置 の 決定 
Eee : 中 止 


の 保守 


ー[f-2| サブ メニ ュー 
アプ リケーション の 保守 と 同じ 手順 で す 。 た だ し 、 
目 の 指定 が サブ メニ ュー 中 に な り ま す 。 


SCI 


ー[f・3) サブ メニ ュー の 削除 
アプ リケーション の 削除 と 同じ 手順 で す 。 た だ し 、 
目 の 指定 が サブ メニ ュー 中 に な り ま す 。 


目下 2 |3 1 


_DISKCOPY 


則 !33!- ロ ヨーa ロ 


7 た ュ 


DISKCOPY 計量: 
1 パーテ 1 番目 か ら 、 
上 l 7 ルー ュー 16 パサ 10 番目 に 移動 し ます 。 


DOS ]- テ イリ ティ 
汎用 1 テテ イブ 
通信 1 テー アロ 
印刷 1 テア 史 入 


『 選択 回 
「 2 人 ト % の 変更 


| i3B!- ロ ヨー8 ロ 


ペー 切替 
回 中 止 


ei iD5 


391- 0 ヨー-eOl 


< 66 < PTPW0Tt 
記 0 WW 


アプ リケーション の 移動 と 同じ 手順 で す 。 た だ し 、 移 
動 先 、 移 動 元 い ずれ か の 項目 の 指定 が サブ メニ ュー 中 
に な り ま す 。 サ ブ メ ニュ ー の 移動 で は 、 サ ブ メ ニュ ー 
の 項目 同志 だ け で な く 、 サ ブ メ ニュ ー か ら メ イン メニ ュー 
へ の 移動 、 ま た は 、 そ の 逆 の 移動 が で きま す 。 
移動 モー ド を 選択 し ます 。 お こない た (移動 形態 を 矢 
印 キー で 選択 し 向 キー を 押し ます 。 


移動 元 の 項目 位置 、 移 動 先 の 項目 位置 を 、 ア プリ ケー 
ショ ン の 移動 と 同様 の 手順 で 指定 し ます 。 (画面 略 ) 


移動 元 と 移動 先 の 項目 位置 が 表示 され 確認 の メッ セー 
ジ が 表示 され ます 。 よ ろ し けれ ば | は い | に カー ソル を 
合わ せ 何 キー を 押し ます 。 


図 
サブ メニ ュー の ペー ジ タ イ トル の 一 覧 表示 と ペー ジ 切 
り 替 え 、 お よび 、 ペ ー ジ タイ トル の 変更 を お こない ま 


全 罰 : ペー ジ の 選択 

回 : ペー ジ の 切替 (その ペー ジヘ ジャ ンプ ) 
回 : ペー ジ タ イ トル の 変更 

國 : 中 目 


圏 キー を 押す と ペー ジ タ イ トル の 変更 の ウィ ンド ウ 
が 開き ます 。 各 ペー ジ タ イ トル は 、 全 角 文 字 で 1 1 文 
字 以 内 で す 。 


ダイ レク トコ マン ド 入 力 


1 ヨ ヨ 1- ロー ロロ 


2 > | 
< に よ L06 


Dynamic Configuration ( Version 1.0 
Copyright (C) 1988-1991 AZ Soft Corporation 
FILES = 25 , BUFFERS = 20 
ArY>CHKDSK 
40370176 バイ ト : 全 デ ィ ス ク 容 量 
112640 バイ ト : 3 個 の シス テム ファ イル 
55296 バイ ト : 24 個 の ディ レク トリ 
7188480 バイ ト : 557 個 の ユー ザー ファ イル 
33013760 バイ ト : 使用 可能 ディ スク 容量 
655360 バイ ト 和 モリ 
442720 バイ ト : 使用 可能 メモ リ 
A:Y>PAUSE 上 
準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい 


Dynamic Configuration ( Version 1.0 ) 

Copyright (C) 1988-1991 AZ Soft Corporation 
FILES = 25 , BUFFERS = 20 

[ EXIT ] 又は 、 [ 『F・10 ] キ ー で メニ ュー へ 戻り ます 。 
ルッ ト =A:Y 
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MS-ーDOS の コマ ンド 入力 に 慣れ た 方 の た め に 、 直 
接 MS 一 DOS の コマ ンド を 入力 、 実 行 で きる 機能 を 
用 意 し て いま す 。 


メイ ン メ ニュ ー の 画面 中 より 、 キー を 押す と 左 
の 画面 の よう に 「 ダ イレ クト コマ ンド 入力 」 の ウィ ン 
ドウ が 開き ます 。 ま た は 、 任 意 の アル ファ ベッ トキ ー 
を 1 文字 入力 し て も 、 同 様 に 「 ダ イレ クト コマ ンド 入 
カカ 」 の ウィ ンド ウ が 開き 、 今 入力 し た アル ファ ベッ ト 
は 1 文字 目 の 入 力 と し て ウィ ンド ウ 内 に 表示 され ます 。 


MS-DOS の 実行 可能 な コマ ンド を 入力 し て 回 キー 
を 押す と 、 メ ニュ ー よ り 直 接 そ の コマ ンド を 起動 し ま 
す 。 そ の コマ ンド の 実行 が 終る と 「 準 備 が で きた ら ど 
れ か キー を 押し て くだ さい 」 と 表示 され ます の で 適当 
な キー を 押す と メニ ュー 画面 に 戻っ て きま す 。 


「 ダ イレ クト コマ ンド 入力 」 の ウィ ンド ウ が 開い た 状 
態 で 、 1 文字 も 入力 せ ず に 軸 キー の み を 押す と MS 
ーDOS の コマ ンド プロ セッ サト [ COMMAND.COM ] を サ 
ブ プ ロ セ ス と し て 起動 し ます 。 各種 コ マン ド を 連続 し 
て 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 メ ニュ ー に 戻る に は 、 
「 EXIT 」 と 入力 し て 回 キー を 押す か 、 キー を 
押し て くだ さい 。 


「 ダ イレ クト コマ ンド 入力 」 の ウィ ンド ウ 中 で [ CD ] 
コマ ンド だ け は 特別 な 動作 を し ます 。「 ダ イレ クト コ 
マン ド 入 力 」 の ウィ ンド ウ の 上 側 に 「 ル ルト = 」 で 現在 
の カレ ント ドラ イブ 、 カ レン トディ レク トリ を 表示 し 
て いま す が 、[ CD ] コ マン ド は 、 こ の 表示 を 変更 する 
機能 が あり ます 。[ CD ] の 文字 の 後ろ に ドラ イブ 名 を 
含む ディ レク トリ 名 を 記述 する と 、 カ レン トド ライ ブ 、 

カレ ント ディ レク トリ が 変更 され ます 。 ま た 、[ CD ] 
の 文字 の 後ろ に 何 も 記入 せ ず に キー の み を 押す と 、 

その 時 に 、 反 転 カ ー ソ ル の ある 位置 の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン 項目 の サブ ディ レク トリ を カレ ント に し ます 。 


いま 、 環 境 が 問題 と な っ て いま す 。 


パー ソナ ルコ ンピュータ が 普及 し 始め 、 あ ら ゆ る シー 
ン で 導入 が 進み 、 技 術 革新 に ユー ザー 環境 が つい て 行 
け な く な っ て いま す 。 

「 ど うし た ら 、 み ん な コン ピュ ー タ を さわ っ て くれ る 
だ ろう か ? パソ コン を さわ る に は 、 あ る 程度 、 知 識 が 
必要 だ し ・・・・・」 

社内 や 学校 な ど で コ ンピュータ 化 を 推進 する 方 々 の 
悩み も ここ に ある よう で す 。 誰 も が コン ピュ ー タ を 気 
軽 に さわ れる 環境 が 望ま れ て いる の で す 。 


2 イン ング ング: スラット 


ハー ド デ ィ スク は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 2 0 倍 て 
数 百倍 の 記憶 容量 を も ち 、 ア クセ ス 時 間 も フ ロッ ピー 
の 1 0 倍 以上 と いう 外部 記憶 装置 で す 。 こ れ に 、 ア プ 
リケーション を た くさ ん 入れ て お け ば 、 フ ロッ ピー ディ 
スク を 差し 替え る こと な く 、 有 即座 に 起動 で き て 便利 な 
はず で す 。 

と ころ が 、 ハ ー ド ディ スク は 簡単 な も の で は な か っ 
た の で す 。 ハ ー ド ディ スク を 使用 する に は 、MS-D 
OS に つい て の 、 い ろ い ろ な 認識 が 必要 で し た 。 サ ブ 
ディ レク トリ を 作っ た り 、 切 り 替 えた り 、 日 本 語 変 換 
シス テム を 組み 込ん だ りな ど 、・・・ いろ いろ と 、 
むず か し い 問 題 が あっ た の で す 。 

そこ で 登場 し た の が メニ ュー シス テム で す 。 メ ニュ ー 
シス テム は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト や 日 本 語 変換 シ 
ステ ム を 自動 的 に 組み 込み 、 起 動 用 の メニ ュー も 生成 
し ます 。 

ハー ド デ ィ スク を は じ め て 使用 する ユー ザー も 、 手 
軽 に アプ リケーション ソフ ト を 組み 込み 、 起 動 用 の メ 
ニュ ー を 生成 し 、 日 本 語 変換 シス テム の 切り 替え な ど 
も 、 コ マン ド を 使用 せ ず に 実現 で きる の で す 。 

メニ ュー シス テム は 、 ハ ー ド ディ スク に は 欠か せな 
い ソ フト ウェ ア に な り ま し た 。 


今 ま で の ハー ド デ ィ スク メニ ュー シス テム は 、 各 項目 に アプ リケーション を 登録 し て いま し た 。 ハ ー ド ディ ス 
ク は 、 ア プリ ケー ショ ン の た くさ ん は いる 箱 だ っ た わけ で す 。 そ し て メニ ュー シス テム は 、 そ の アプ リケーション 


を 起動 する だ け の 道具 だ っ た と も いえ る で し ょ う 。 


ー 部 、 先 進 的 ユー ザー 様 で は 、 す で に 実行 され て いる よう で す が 、 今 回 私 共 で は 、 メ ニュ ー シ ス テム の 一 歩 進 ん 
だ 使い 方 と し て 、 仕 事 単位 の イン デック ス 化 の 例 を ご 紹介 いた し ます 。 

今 ま で の アプ リケーション の 名 前 か ら 、 仕 事 内 容 の 表示 に 変え る と 、 誰 に で も さわ れる 、 わ か りや す ( 定 型 処理 
メニ ュー が で き あ が る の で す 。 従来 の よう に 、 ソ フト ウェ ア 名 を 表示 し て いた の で は 近 付 こ うと も し な か っ た 人 に 
も 、 す ぐに 作業 に 入れ る 環境 が 整え られ る と 、 取 り 組 みや すく な る で し ょ う 。 こ れ で 本 当 に 皆様 で 使っ て いた だ け 


る メニ ュー シス テム と な る こと と 思い ます 。 


メニ ュー を わか りや すく イン デック ス 化 
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[報告 書 。。 | 
在庫 管理 (MP ) 
営業 部 顧客 管理 台帳 


設備 レイ アウ ト 図 
設備 備品 マス ター | 


各 イ ン デ ックス の 内 容 は 、 そ れ ぞ れ の シー ン に お いて 様々 な も の が 考え られ る で し ょ う 。 皆様 の 現場 で どの よう 
に 整理 し て いっ た ら よ いか 、 皆 様 の 仕事 の ノウ ハウ を 生か し て 検討 し て くだ さい 。 以下 に は 、 ほ ん の 一 例 と し て の 
イン デック ス の 画面 を 紹介 いた し ます 。 


ll 
5 で or | | 軸 生 pa どの oil 


企業 で は 、 パ ソコ ン の 設備 され て いる 部 や 課 、 ある い は プロ ジェ クト に よっ て 使用 され る アプ リケーション ソフ 
ト が 異な っ て きま す 。 

営業 部 で は 、 売 上 に 関す る デー タ の 入力 や 顧客 情報 、 対 外 的 な 文書 作成 な どの 処理 を 行う た め の ソ フト ウェ ア が 
選択 され て いま す 。 

管理 部 で は 、 製 品 在庫 や 資材 在庫 の 一 覧 、 入 出庫 管理 な ど に 最適 の ソフ ト が 稼働 し て いま す 。 企 業 全体 で は 、 あ 
り と あら ゆる ソフ トウ ェ ア が 用 意 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 業務 を 処理 し て いま す 。 

この 業務 を わか りや すく イン デック ス 化す れ ば 、 誰 も が オペ レー ター と し て パソ コン に 向かえ る で し ょ う 。 


教育 の 現場 で も 


還 / ラ 7 21 LM 還 較 | 772 ん 2 EE EE 

Ei | だ とり "区 [ei Zi | 
| LLSL4USTL6T7TSL910 0 

[小数 の ふく し ゅ う (1) ] | % 逢 

[小数 の ふく し ゅ う (②) | | 

[小数 の ふく し ゅ う (3) 

ふく し ゅ う ( 1) 


ふく し ゅ う (の ) 


ふく し ゅ う (3) 
に | 総 まとめ 問題 (1 ) 

| 総 まとめ 問題 《 ら ) 
総 まとめ 問題 (3) | 


学校 な どの 教育 現場 で は 、 生 徒 が 手軽 に 触れ る こと が で きる コン ピュ ー タ 環境 を 用 意 で きま す 。 
学年 毎 の 各 教科 用 の CA | ソフ ト を 組み 込ん で お け ば 、 興 味 を 覚え る タイ トル を 選択 する だ け で パソ コン 教育 に 
親しむ こと が で きま す 。 先生 方 が 作成 され た CAI ソ フト も 、MS 一 DO S 上 で 動作 可能 な も の は 、 組 み 込 ん で メ 
ニュ ー 化 で きま す 。 

また 、 事 務 処 理 用 に 設置 され た パソ コン も 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 名 を 表示 する より 、 そ の 項目 で どの 様 な 処 
理 が 行わ れる の か を 表示 する 方 が 、 誰 も が 同じ 様 に コン ピュ ー タ を 使え ます 。 


[ CONFIG.AZ7M ] フ ァイル を 書き 変え て 仕事 を 登録 


[ CONFIG.AZM ] 


*Multiplan Ver.4.1 
FILES = 25 

DEVICE = MOUSE. SYS 
DEVICE = \DEVYPRINT.SYS 
* 

MP 

* 


A>MP SAMPLE 


60 


各 ア プリ ケー ショ ン の 起動 を 司る [ CONFIG.AZM ] フ ァ 
イル は 、MS-ーDOS の [ CONFIG.SYS ] フ ァイル と [ 
AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル を 合成 し て 、 さ ら に タイ トル 
を 付け た よう な 構造 と な っ て いま す 。 (【[ CONFIG.AZ 
M ] フ ァイル の 詳細 は 、 解 説 編 の 「 メ ニュ ー シ ス テム 
の 技術 解説 」 を 参照 し て くだ さい 。) ここ で は 、[ AU 
TOEXEC.BAT ] フ ァイル に 相当 する 行 = 実行 コマ ン 
ド を 記述 し た 行 の 内 容 を 書き 替え て 、 ア プリ ケー ショ 
ン の 起動 と と も に 作業 を お こ な う ファ イル を 読み 込ま 
せま す 。 


一 般 に アプ リケーション は 、 起 動 コ マン ド 名 の うし 
ろ に 、 ス ペー ス を 空け て 、 作 業 フ ァイル 名 を 記入 する 
と 、 ア プリ ケー ショ ン の 起動 後 、 自 動 的 に その ファ イ 
ル を 読み 込ん で 、 直 ち に 作業 に か か れる 状態 に な り ま 
す 。 例 えば マル チ プ ラン の 場合 、 左 の よう に 、_MP_SA 
MPLE と 入力 する と 、 起 動 後 直ちに SAMPLE と いう 表 
を 読み 込み ます 。 こ の よう な アプ リケーション の 性 質 
を 応用 する と 、 メ ニュ ー に あな た の 仕事 が 登録 で きる 
の で す 。 


(注意 ) 

アプ リケーション に よっ て は 、 起 動 コ マン ド 名 の う 
し ろ に 作業 ファ イル 名 を 記入 し て も 読み 込ま な いひ 場合 
が あり ます 。 一 部 の アプ リケーション で は 、 ア プリ ケー 
ショ ン を 起動 させ て か ら 入 力 し な く て は 指定 で き な い 
場合 も あり 、 こ の よう な イン デック ス 化 が 不可 能 な 場 
合 も あり ます の で 、 ア プリ ケー ショ ン の マニ ュ ア ル 等 
を よく 確か め て か ら 始 め て くだ さい 。 も っ と も 簡単 な 
認 方 法 は 、[ CD ] コ マン ド で アプ リケーション の サ 
ブ デ ィ レ クト リ に 入っ て か ら 、 作 業 フ ァイル 名 を 付け 
て の 起動 を ダイ レク ト に 試み て くだ さい 。 ア プリ ケー 
ショ ン に よっ て は 、 作 業 フ ァイル 名 の 前 に オプ ショ ン 
パラ メー タ を 示す 文字 が 必要 だ っ た り 、 ス ター ト 用 の 
別 フ ァイル が 必要 な 場合 も あり ます の で 、 最 終 的 に は 
その アプ リケーション の マニ ュ ア ル を よく 読ん で くだ 
さい 。 


ア ッ ョ ン の f 
日 本 語 入力 FEP 
アジ ウケ ゲージ ョ ジ 
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| | [ CONFI6.AZ ] の 編集 
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左 ペ ー ジ の マル チ プ ラン を 例 に サン プル [ SAMPLE ] 
の 作業 ファ イル を 読み 込む よう に 設定 し て み ま し ょ う 。 
この 場合 、 対 象 と な る マル チ プ ラン を 起動 する 項目 は 
アプ リケーション の 自動 登録 で 登録 が 済ん で いる も の 
と し ます 。 


保守 | の 中 の | アプ リケーション の 保守 | を まず 選び 


対象 と な る マル チ プ ラン の 項目 | Multiplan Ver.4. 
1 | を 指定 し ます 。 


まず 、 タ イト ル を |[ Multiplan Ver.4.1 ー| サ 
ンプ ル ー に 書き 替え ます 。 タ イト ル の 
位置 に 反転 カー ソル を 合わ せ 、、 回 キー を 押す と 、 タ 
イト ル が 入力 で きま す の で 、 固 キー で も と の タイ トル 
を 消し て 新しい タイ トル を 入力 し 、 回 キー を 押し ます 。 


次 に 、[ CONFIG.AZM ] の 中 に 起動 ファ イル 名 を 書き 

加え ます 。| [ CONFIG.AZM ] の 編集 | の 位置 に 、 反 
転 カ ー ソ ル を 合わ せ 、 回 キー を 押し ます 。 目 的 の 項目 
の [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 内 容 が 表示 され ます の で 、 
MP の 行 の うし ろ に SAMPLE と いう ファ イル 名 を 書き 
加え ます 。 (当然 で す が 、 こ の 場合 に は [ SAMPLE ] と 
いう デー タフ ァイル が な けれ ば な り ま せん 。) 


| 終了 を 選ん で エディ タ を 終り ます 。 さ ら に 回 キー 
を 押し て メニ ュー に 戻る と 、 タ イト ル は | サン プル 
と 変わ っ て お り 、 起 動 す る と [ SAMPLE 
] と いう 作業 ファ イル を 開い て 、 直 ち に 仕事 に か か れ 
る よう に な り ま す 。 
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前 の ペー ジ で 解説 し た [ CONFIG.AZM ] フ ァイル を 書 
き 替 える 方 法 で は 、 登 録 し た アプ リケーション = 
作業 イン デック ス と いう よう に 1 対 1 の 関係 で し た 。 
これ で は 1 つの アプ リケーション に 1 つの 作業 ファ イ 
ル し か 指定 で きず 効率 が 悪く な り ま す 。 

作業 ファ イル が 指定 で き て 便利 に な っ た ら 、 今 度 は 
起動 手順 [ CONFIG.A4ZM ] フ ァイル が た くさ ん 作れ た ら 
いい の に な ぁ 、 と 誰 も が 思う よう に な る で し ょ う 。 そ 
こ で 「TheMenu2」 から は 、[ CONFIG.AZM ] フ ァ 
イル に 加え て 、[ CONFIGO0.AZM ] て [ CONFIG99.AZM ] 
まで の 最大 1 0 0 通り の 起動 手順 が 同じ サブ ディ レク 

トリ 中 に 追加 で きる よう に な り ま し た 。 そ し て 、 そ の 
[ CONFIGO0.AZM ] て [ CONFIG99.AZM ] フ ァイル を 作成 
する の が 「 ア プリ ケー ショ ン の 多重 登録 」 機 能 で す 。 


[ CONFIGO0.AZM ] ン [ CONFIG99.A4Z7M ] フ ァイル 内 の 
書式 は 、[ CONFIG.4ZM ] フ ァイル と まっ た く 同 じ で す 。 
よっ て 、 起 動 コ マン ド に 付加 する 作業 ファ イル 名 の 付 
0 前 真 の 「[ CONFIG.A4ZM ] フ ァイル を 

替え て 仕事 を 登録 」 の 解説 も よく 読ん で お いて く 
の 


多重 登録 を 使っ た 場合 に は 、 同 じ ア プリ ケー ショ ン 
に 異な っ た 日 本 語 入 力 F E P を 容易 に 割り 付け る こと 
が で きま す 。 (AX パソ コン の 場合 に は 日 英 モ ー ド の 
設定 も 変え られ ます 。) また 、 異 な っ た ペー ジ に 同 C 
アプ リケーション を 割り 当て た りす る こと も 容易 に お 
こ な え ます 。 3 0 の ペー ジ を 、 う まく 仕事 別に 分 類 す 
る な ど 、 活 用 し て くだ さい 。 


四 igg1- ロ 3- anl 左 ペ ー ジ の マル チ プ ラン を 例 に 、 サ ンプ ル 0[ SAMP 
LEO ] の 作業 ファ イル を 読み 込む よう に 設定 し て み ま 
し ょ う 。 

この 場合 、 元 に な る マル チ プ ラン を 起動 する 項目 は 、 
アプ リケーション の 自動 登録 で 登録 が 済ん で いる も の 
と し ます 。 


登録 の 中 の | アプ リケーション の 多重 登録 を 選び 
ます 。 


まず 、 登 録 位置 を 、 任 意 の 空白 の 項目 に 指定 し ます 。 


次 に 、 ひ な 型 と する アプ リケーション を 尋ね て きま 
す の で 、 | Multiplan Ver.4.1 。 | の 項目 を 指定 し 
ます 。 

する と 、 内 部 で 自動 的 に [ CONFIG??.AZM ] フ ァイル 
(ファ イル 名 の 2?? は 00 ^ 99 を 内 部 で 自動 的 に 割 
付け ます 。) が 作成 され 、 そ の ファ イル を 対象 と し て 
編集 画面 に な り ま す 。 


MP の 行 の うし ろ に SAMPLEO と いう 作業 ファ イル 
名 を 書き 込み ます 。 終 了 を 選ん で エディ タ を 終り ます 。 


次 に 、 タ イト ル 入 力 の 画面 に な り ま す の で 、 タ イト 
ル 「 サ ンプ ル 0」 を 入力 し ます 。 


これ で サン プル 0 が 登録 で きま し た 。 同 じ 手 順 で サ 
ンプ ル 1 、 サ ンプ ル 2 を 次 々 と 登録 し て いく こと が で 
きま す 。 
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今 ま で に 説明 し た 登録 方 法 で は 、 メ ニュ ー 画 面 の ひ 
と つの 項目 に ひと つの 起動 手順 が 割り 当て られ て いま 
75。 

ここ で と りあ げ る 、 拡 張 [ CONFIG.AZM ] で は 、 メ ニュ ー 
画面 の ひと つの 項目 に ひと つつ 以上 の 起動 手順 が 割り 当 
て られ る 機能 で す 。 拡 張 [ CONFIG.AZM ] で 登録 し た 項 
目 を 起動 し よう と する と 、 メ ニュ ー 画 面 の 中 に 階層 メ 
ニュ ー の ウィ ンド ウ が 開き 、 起 動 手 順 の 一 覧 が 表示 さ 
れ ま す 。 さ ら に 、 困 . 慰 キー で 選択 し 何 キー を 押し 希 
望 する 手順 で 起動 し ます 。 

左 に あげ た 例 の よう に 、 拡 張 [ CONFIG.AZM ] は 、1 
行 目 に 半角 文字 の [ + ] で 始ま る タイ トル 行 の 部 分 と 
2 行 目 以降 の 従来 の [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 書式 を 
起動 手順 の 個数 分 繰り 返し た 部 分 か ら 成 り 立 っ て いま 
す 。 左 の 例 で は 3 つの 起動 手順 が 書か れ て いま す 。 


1 行 目 の タイ トル 行 は 、 必 ず 半 角 文 字 の [ + ] で 書 
き 始 め て くだ さい 。 拡張 [ CONFIG.AZM ] の 識別 を お こ 
な い 、 階 層 メ ニュ ー の タイ トル と し て 表示 し ます 。 階 
層 メ ニュ ー の タイ トル は 半角 で 2 2 文字 以内 で す 。 


2 行 目 以降 の 従来 の [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 書式 
中 の 半角 文字 の [ * ] で 始ま る タイ トル 行 は 、 階 層 メ 
ニュ ー の 各 起 動 手 順 の 名 前 と し て 表示 され ます 。 こ の 
部 分 は 従来 の [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 書式 と まっ た 
く 同 一 で す 。 各 々 の 起動 手順 ご と に 、 組 み 込む デバ イ 
ス ド ラ イ バ の 指定 や 、 起 動 コ マン ド の 指定 な ども お こ 
な えま す 。 各 起動 手順 の タイ トル は 半角 で 4 2 文字 以 
内 で す 。 


左 の 例 で は 、 同 じ マ ル チ プ ラン に 、 そ れ ぞ れ [ SAMP 
LE1 ].[ SAMPLE2 ],[ SAMPLES ] の ファ イル を 読み 込 
ませ て 起動 する 、 3 通り の 手順 を 記述 し て いま す 。 


拡張 [ CONFIG.AZM ] フ ァイル は 、 そ の 中 の 起動 手順 
の 数 が 2 5 0 個 以内 と いう 制限 と 、 そ の ファ イル サイ 
ズ が 6 2 キロ バイ ト 以 内 と いう 制限 が あり ます 。 


だ ュー ッ ス テム の 技術 解説 


アプ リケーション の 起動 に つい て 


メニ ュー シス テム は 、 基 本 的 に YMENU ディ レク トリ 中 の [ MENU.AZM ファ イル と 、 各 アプ リケーション を 組み 
込ん だ サブ ディ レク トリ 中 に 組み 込み 時 に 作成 され る [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 連係 に より アプ リケーション を 起 
動 し て いま す 。 ま た 、[ MENU.AZM ] フ ァイル は 、 メ ニュ ー シ ス テム 全体 の 情報 も 併せ て 管理 し て いま す 。 
メニ ュー シス テム は 、 起 動 す る と [ MENU.AZM ] フ ァイル より 該当 ペー ジ の 2 0 個 の アプ リケーション タイ トル を 
読み 出し 、 メ イン メニ ュー 画面 を 表示 し ます 。 メ イン メニ ュー 画面 より アプ リケーション を 選択 する と 、 メ ニュ ー 
シス テム は 、[ MENU.AZM ] フ ァイル より 使用 する 日 本 語 入力 F E P な どの 情報 と アプ リケーション の 組み 込ま れ て 
いる サブ ディ レク トリ 名 を 取り だ し 、 カ レン トディ レク トリ を 切り 替え 、 そ の サブ ディ レク トリ 中 の [ CONFIG.AZM 
] フ ァイル を 参照 し て アプ リケーション を 起動 し ます 。[ CONFIG.AZM ] フ ァイル に F | LES 数 、BUFFERS 
数 や デバ イス ドラ イ バ の 指定 が あれ ば それ ら の 変更 や 組み 込み を お こ な っ た の ち ア プリ ケー ショ ン を 起動 し ます 。 
A:YMENUYMENU. AZM 
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A:YMPYCONFIG.AZM A:YFEPYFEPO1YCONFIG. AZM 
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MP キ ③) 


マル チ プ ラン の 起動 Q マウ ス ド ラ イ バ の 組み 込み @ VJEーB の 組み 込み 


[ MENU.AZM ] に つい て 

[ MENU.AZM ] は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ [ YMENU ] の な か に 一 つ だ け 存 在 し 、 メ ニュ ー シ ス テム 全体 を 管理 する 大 切 
な ファ イル で す 。 メ ニュ ー シ ス テム は 、[ MENU.AZM ] フ ァイル を 常時 参照 し な が ら 動作 し ます 。[ MENU.AZM ] は 分 
か りや すい テキ スト 形式 で 記述 され て お り ま す の で 、 こ こ で その 構造 に つい て 簡単 に 解説 し ます 。 

書式 は 1 行 6 2 文字 (固定 長 ) の テキ スト ファ イル で す 。 エ ディ タ を 使用 し て 書き 替え る こと が で きま す が 、 書 
き 替 えて は いけ な い 部 分 も あり 、 誤 っ た 記述 を 行う と メニ ュー が 正常 に 動作 し な く な る の で 、 注 意 し て くだ さい 。 
また 、 1 行 の 文字 数 も 6 2 文字 に 固定 され て いま す の で くる わな いよ うに し て くだ さい 。 
・ 1 行 目 は 、 シ ステ ム 1 D 行 で す 。 変更 し な いで くだ さい 。 


・ 2 行 目 以降 、 1 5 2 行 目 まで は メニ ュー シス テム 内 部 の 情報 で す 。 こ こ は 書 き 換 えな いで くだ さい 。 


・1 53 行 目 は メニ ュー の 第 1 ペー ジ の ペー ジ タ イ トル で す 。 5 桁 目 か ら 2 2 文字 分 が 有効 で す 。 残 り の 桁 は 必ず 
空白 (20H) で 埋め ます 。 


・1 5 4 行 目 か ら 1 7 3 行 目 まで は 1 ペー ジ 目 の 各 ア プリ ケー ショ ン 項 目 ご と の 定義 情報 で す 。 各 行 が メニ ュー 画 
面 の 2 0 個 の 項目 に 順に 対応 し て いま す 。 各 行 の 書式 は 起動 形式 に より 異な り ま す 。 


・1 7 4 行 目 以降 は 、1 5 3 一 1 7 3 行 ま で の 繰り 返し で 、 全 部 で 3 0 ペー ジ 分 の 定義 情報 が 続き ます 。 


アプ リケーション 項目 ご と の 定義 情報 を 記述 し た 行 の 内 容 は 、 通 常 、 ア プリ ケー ショ ン 名 、 ア プリ ケー ショ ン を 
納め た サブ ディ レク トリ 名 、 使 用 する 日 本 語 フロ ント プロ セッ サ 名 、 の 3 つの 部 分 を 持ち ます 。 最 初 の 4 桁 は アプ 
リケーション 登録 行 で ある こと を 示す | D 部 で す 。 5 桁 目 か ら 2 2 文字 分 は 、 各 項目 の タイ トル で す 。 2 7 桁 目 は 
AX 用 の 時 の み 意 味 を 持ち 日 英 モー ド の 指定 に 使わ れ て いま す 。 AX 以外 の 機種 で は リザ ー ブ で 必ず 空白 (20H) を 
書き 込ん で お きま す 。 2 8 桁 目 は リザ ー ブ で 必ず 空白 (20H) を 書き 込ん で お きま す 。 2 9 桁 目 以降 は 、 起 動 形式 に 
より 異な り ま す の で 、3 つ の タイ プ に 分 け て 説明 し ます 。 


〇 I 旧 タイ プ 起 動 形式 

29<42 桁 目 : 14 文 字 O の サブ ディ レク トリ 名 

43<50 桁 目 : リザ ー ブ で 必ず 空白 (20H) で 埋め る 

51 て 63 桁 目 : 日 本 語 入力 F EP の サブ ディ レク トリ 名 


〇 新 タ イプ 起動 形式 

29 て 60 桁 目 : 32 文 字 の サブ ディ レク トリ 名 

61<62 桁 目 : 日 本 語 入力 FEP の 1D 

※ サ ブ デ ィ レ クト リ 名 に 多重 登録 の N o. を 持た せ た 場 合 に は 実質 29 文 字 の サブ ディ レク トリ 名 と な り ま す 。 多 重 
登録 の No. は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 名 の 直後 に 1 文字 の 空白 を は さん で 2 桁 の 数 字 で 指定 し ます 。 な お 、 サ ブ デ ィ 
レク トリ 名 は 、 新 タイ プ の 判定 の た め 先頭 の 2 文字 を 交換 し て 格納 し ます 。 


〇 直接 起動 形式 
29<42 桁 目 : 14 文 字 の サブ ディ レク トリ 名 
43 桁 目 : 起動 時 の パラ メー タ 入 力 の 指定 
「*」 の と き 直 ち に 起動 
「?」 の と き コ マン ド 入 力 ウ ィ ン ド ウ を 開く 
44<62 桁 目 : 起動 コマ ンド 文字 列 
※ 起 動 コ マン ド 文 字 列 は 、 パ ラメ ー タ を 含ん で 記入 で きま す 。 こ の 形式 は 「 ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト の ダイ レク ト 登 
録 」 の 時 に 作成 され ます 。 


[ CONFIG.AZM ] に つい て 


[ CONFIG.AZM ] は 、 各 アプ リケーション の サブ ディ レク トリ に 存在 し て 、 ア プリ ケー シ ョ ン ソ フト を 起動 する た 
め の 、 起 動 用 の ファ イル で す 。 ま た は 、 日 本 語 入 力 F E P の 組み 込み を お こない ます 。 

[ CONFIG.AZM ] は 、 ア プリ ケー ショ ン に 対し て は 実行 定義 情報 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の 定義 情報 、 お よび タイ トル 
を 、 日 本 語 入力 F EP に 対し て は デバ イス ドラ イ バ の 定義 情報 、 お よび タイ トル を 持っ て いま す 。 

アプ リケーション の 実行 時 に は 、[ CONFIG.AZM ] の 実行 定義 情報 は [ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル と 、 デ バイ ス ド ラ 
イ バ の 定義 情報 は [ CONFIG.SYS ] フ ァイル と 同様 の 働き を し ます 。 


アプ リケーション の 例 日 本 語 入力 FEP の 例 
*Multiplan Ver.4.1 0 ee ⑩) 
DEVICE = MOUSE.SYS erreiereherestes ② 
| 還 還 還 還 還 KOLY YYOKYSOPETYYYTT ET ルミ ③ 
誠 PPb| ④ 
1 還 還 間 還 に す ミミ ミミ オミ サミ エミ すす です で すす で で です で すす で で ⑤ 


それ で は 、 各 部 の 説明 を し ます 。 


だ た ュ - リ ステ ム の 技術 解説 


① タ イト ル 行 
この [ CONFIG.AZM ] が 含ま れる ディ レク トリ の プロ グラ ム が 何で ある か ? を 示し ます 。 全 角 文 字 で 1 1 文字 以内 
(半角 で 2 2 文字 以内 ) で 記述 し ます 。 


② デ バイ ス 定 義行 

デバ イス ドラ イ バ を 追加 組み 込み する た め の 指 示 を 記入 し た デバ イス 行 で す 。 通常 の [ CONFIG.SYS ] の [ DEVICE 
=  ] の 行 と 同じ よう に 記述 で きま す 。 デ バイ ス ド ラ イ バ の ファ イル 名 に パス 名 な ど を つけ な い 場 合 は 、 こ の [ CO 
NFIG.AZ2M ] の ある カレ ント ディ レク トリ の デバ イス ドラ イ バ を 指定 し ます 。 パ ス を 指定 すれ ば 、 指 定 さ れ た ディ レ 
クト リ 中 の デバ イス ドラ イ バ を 利用 する こと が で きま す 。 デ バイ ス ド ラ イ バ に は 、 キ ャ ラク タ 型 、 ブ ロッ ク 型 の い 
ずれ で も 指定 で きま す が 、MS-DOS 3. 1 以上 で ブロ ッ ク 型 を 指定 する と き に は 、[ CONFIG.SYS ] フ ァイル 中 
の [ LASTDRIVE = ] で 指定 し た ドラ イブ 数 以内 で お こ な っ て くだ さい 。 

また 、 デ バイ ス 定 義行 に は 、[ FILES = ] の FILES 数 を 指定 する 行 と 、[ BUFFERS = ] の BUFFERS 数 
を 指定 する 行 が 記入 で きま す 。 


③ 区 切り マー ク 行 
上 の デバ イス 定義 行 と 下 の 実行 定義 行 を 区 別 す る た め の 区 切り マー ク で 、 1 BF フ ァイル の 考え 方 と 同じ で す 。 
必ず 半角 の '"* 1 文字 で す 。 


④ 実 行 定義 行 

この 行 は プロ グラ ム を 起動 する 文字 が 含ま れ ま す 。 で すか ら 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ の 場合 は 、 こ の 行 は あり 
ませ ん 。[ AUTOEXEC.BAT ] フ ァイル と 同等 の 働き を も ち ま す 。 

実行 時 に は 、[ CONFIG.AZM ] の 含ま れる ディ レク トリ が カレ ント ディ レク トリ と な り ま す 。 


る 終了 行 
[ CONFIG.AZM ] の 終了 マー ク で す 。 必 ず 半 角 の * 1 文字 で す 。 


以上 が [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 基本 的 な 形式 で す 。 な お 、 拡 張 [ CONFIG.AZM ] フ ァイル と いう 複数 の [ CONFIG 

AZM ] フ ァイル を 東 ね た 拡張 され た 形式 が あり ます 。 こ れ は 、7? 侯 1 行 目 に [ + ] で 始ま る 識別 子 兼 全体 の タイ ト 
ル 行 が あり 、 2 行 目 以降 に [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 基本 形 が 複数 個 繰り 返し 記述 され て いま す 。 繰 り 返 し は 2 5 
0 個 以内 で す 。 メ ニュ ー シ ス テム か ら 拡 張 [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 項目 を 起動 し よう と する と 、 画 面 上 で は 階層 
メニ ュー が 開き ます 。 階層 メニ ュー 全体 の タイ トル に は 、 拡 張 [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 1 行 目 の タ イト ル が 表示 
され ます 。 階 層 メ ニュ ー の 各 項 目 の タ イト ル に は 、 拡 張 [ CONFIG.AZM ] フ ァイル の 2 行 目 以降 に 繰り 返し 記述 され 
て いる 各 タ イト ル が 順に 表示 され て いま す 。 


IBF ファ イル に つい て 


IBF ファ イル は 、 イ ンス トー ル バ ッ チ フ ァイル の 略 で 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム を 自動 的 に 組み 込む 手順 
を 記述 し た ファ イル で す 。 こ の 1 BF フ ァイル に より 、 対 話 形式 に よる 自動 組み 込み が 可能 に な り 、 ソ フト の 登録 
に 関し て は 、 ほ と ん ど 画 面 の 指示 に 従う だ け で 終わ っ て し まい ます 。 

IBF ファ イル は 、PC 一 9800 シ リー ズ 用 で 、 現 在 約 2 5 0 種類 以上 公開 され て いて 、MS-DOS の 管理 
下 で 動作 する ほとん どの 市 販 ソ フト を 利用 する こと が で きま す 。 


・|BF フ ァイル の 構造 
IBF ファ イル は その ファ イル の 記述 内 容 を みる と 、 大 きく 2 つの 機能 部 分 に 別れ て いる こと が 分 か り ま す 。 こ 
の 図 で は 、⑥ ま で が 起動 手順 に つい て の 情報 が 書か れ て お り 、⑦ 以 降 は 組み 込み 時 の 手順 で す 。② て ⑥ ま で の 起動 


手順 の 内 容 は 、 そ の まま 各 ア プリ ケー ショ ン の ディ レク トリ 内 の 「CONFIG.AZM」 に 複写 され ます 。 そ し て メニ ュー 
シス テム か ら 、 そ の アプ リケーション ソフ ト 起 動 時 に 、 毎 回 参照 され ます 。 
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それ で は 次 に | BF フ ァイル の 例 と 1 BF フ ァイル の 各行 の 役割 を 説明 し ます 。 


アプ リケーション 用 | BF フ ァイル の 例 


* を AZ MENU IBF VI 和 和 パ バム トーーーーーーーー ニ ーー で で で で で で で ① 
*#Multiplan Ver.4.1 和 ぽ ガ ガ ク ② ウ GLOUi ト ーー ドー ドー ド ーー トト < ② 
DEVIOE 志 MOUSELSVMSLH|)) 1 計 2a の の の se7ee な 商人 7 が eatersie2eeratafetee8e ene ③ 
DEVICE = A:YMSDOSYPRINT. SYS 

| 1 還 還 還 還 還 還 OLLKKSKKKKKSKRKXYSYYYKYKRYEYEKYYRKSYSSYYE す を と す を に ④ 
科 計 了 。)) ei 人 eake7ife37et5169K0166 7 お 197 7:/ 本 85729 19 0: ⑤ 
還 還 還 還 還 還 人 れ 私 す KYIMYKXKYYSESMPSYYYRRYENYRE と と と と に と と ⑥ 
*Multiplan(Ver.4.1) の ワー ク デ ィ ス ク を 入れ て くだ さい 。 。 ……… ⑦ 
COPY MP DD ae:e・ar WS11etes2etg る を ⑧ 


Copy %1MOUSE.SYS %2 
COPY %1*.PRD %2 

| 1 1 還 還 還 還 還 還 ORXEXKKKXKKXYKSXYKSYEYIYRKRYKROEKREEKP と と と と と ⑨ 
マル チ プ ラン Ver. 4. 1 は ワー ク デ ィ ス 0 に oo ドー ドド ドド ーー ⑯ 
ク か らし か 組み 込み は で きま せん 。 お 手持 ち 

の マル チ プ ラン の プロ グラ ム デ ィ ス ク か ら 立 

ち 上 げ て 画面 の 指示 に 従い 、 ま ず ワ ー ク ディ 


・ (以下 省略 ) 


①1D 行 

「IBF フ ァイル の 1D 行 」 で す 。 バ パー ジョ ン の チェ ッ ク や これ が 1BF フ ァイル で ある チェ ッ ク に 役立ち ます 。 
最後 の 改行 まで 、 空 白 文 字 を 含め て この 通り に 入力 する 必要 が あり ます 。 も ちろ ん 全角 半角 の 識別 も 行い 、1 字 
で も 異な っ た 場合 は 、 エ ラー と 判断 され ます 。 


※1BF フ ァイル を 作成 し よう と する と き は 、 既 存 の | BF フ ァイル か ら エ ディ タ の 機能 に よっ て 書き 直し な が ら 
作成 し た 方 が 誤り が 少な いで し ょ う 。 


② タ イト ル 行 

アプ リケーション 名 また は 日 本 語 入力 フロ ント プロ セッ サ 名 を 全角 文字 で 1 1 文字 以内 (半角 で は 2 2 文字 以内 ) 
で 記入 し ます 。 

アプ リケーション プロ グラ ム 用 1 BF フ ァイル の 場合 に は 、 メ ニュ ー 画 面 の 窓 に 表示 され る タイ トル と し て 、[ 
MENU.AZM ] の 中 に も 転記 され ます 。 


⑧③ デ バイ ス 定 義行 

デバ イス ドラ イ バ の 定義 情報 を 記入 し ます 。MS 一 DO S の シス テム 起動 時 の た め の [ CONFIG.SYS ] フ ァイル の 
[ DEVICE = ] で 始ま る 行 と 似 て いま す が 、1BF フ ァイル で は 、 エ ラー チェ ッ ク 等 の た め の 特別 な 書式 指定 を と る 
こと が ある の で 、 注 意 し て くだ さい 。 

この 行 に 書く こと の で きる デバ イス ドラ イ バ は 、 ア プリ ケー ショ ン 起 動 の 際 や 、 日 本 語 入力 フロ ント プロ セッ サ 
起動 の 際 に 、 追 加 組み 込み で きる も の で 、 キ ャ ラク タ 型 デバ イス ドラ イ バ と ブロ ッ ク 型 デバ イス ドラ イ バ の いずれ 
で も 指定 で きま す 。 ま た 、[ FILES = ] や [ BUFFERS = ] の 指定 も で きま す 。 

それ で は デバ イス 定義 行 の 特別 な 書式 に つい て 、 さ ら に 詳し く 説 明 し ます 。 


1. DEVICE = の "= の 前 後に は 必ず 半角 1 文字 の 空白 を いれ ます 。 


に ュー ッ ス テム の 技術 解説 


2.'DEVICE = ′ に 続け デバ イス ドラ イ バ フ ァイル 名 を 記入 し ます が 、 先 頭 に 'Y を 付け た り パ ス 名 を 付け た り し 
な いで くだ さい 。 作業 を カレ ント ディ レク トリ 上 で 行う よう に 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の ファ イル 名 の み を 記入 し 、 フ ァ 
イル 名 の 後ろ に も 、 オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ や 意味 の な い 空 白 文字 を 入れ な いで くだ さい 。 


3. オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ を 組み 込み 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 中 の 「CONFIG.SYS」 か ら 引 用 する 場合 に は 、 引 用 し 
た い 行 の 先頭 に '! や '?' を 付け ます 。 


例 ) "IDEVICE = “" "2DEVICE = " 


この 2 つの 記号 は 、 と も に パラ メー タ の 引用 を 行い ます が 、「 ! の 場合 に は 、 引 用 する 'CONFIG.SYS ファ イル の 
中 に 、 同 じ デ バイ ス ド ラ イ バ が な く て も 、 (CONFIG. SYS が な く て も ) その 行 を 生成 し ます が 、「? の 場合 は 、 行 そ 
の も の を 生成 し ませ ん 。 


④ 区 切り マー ク 1 
半角 の '*' で 区 切り マー ク を 意味 し ます 。 こ れ ま で 説明 し て きた デバ イス 定義 の 行 と 、 以 下 の 実 行 定義 行 と の 区 
切る 役割 を 持ち ます 。 必 ず 半 角 '* 1 文字 を 行 の 先頭 に 入れ ます 。 


⑤ 実 行 定義 行 

(日 本 語 入力 フロ ント プロ セッ サ 用 |1BF フ ァイル の 場合 に は 、 こ の 行 は あり ませ ん 。) 

これ は 、 組 み 込 まれ た アプ リケーション の [ AUTOEXEC. BAT ] に 相当 する 部 分 を 作成 する 部 分 で す 。 そ の た め 若 干 
の 書式 の 相違 は あり ます が 、 ア プリ ケー ショ ン 実 行 時 の バッ チ フ ァイル と 考え て 、MS 一 DOS の バッ チ フ ァイル 
と 同じ 要領 で 記入 し ます 。 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 引用 に は 、 デ バイ ス 定 義 と 同じ よう に 、' ! と ' ?' が 使用 で きま す 。 | BF フ ァイル の 実 
行 定義 行 の 先頭 に 半角 文字 の '!「' また は '?' が ある と 、 組 み 込み 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 中 の [ AUTOEXEC.BAT ] の 中 
か ら 同 じ コ マン ド を 探し て 、 オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ の 引用 を 行い ます 。 ま た 、 「? の 場合 同じ コマ ンド が 見 つか ら 
な い 時 に は 、 コ マン ド そ の も の が 転記 され ませ ん 。 


⑥ 区 切り マー ク 2 

これ も 半角 の '* で す 。 実行 定 義行 の 終わ り を 示し ます 。 必 ず 半 角 '* 1 文字 を 入れ て くだ さい 。 

IBF ファ イル の ここ まで の 内 容 は 、 組 み 込 み 時 に 組み 込み 先 の ディ レク トリ 内 に 自動 作成 され る 「CONFIG. AZM] 
内 に 転記 され ます 。 転 記 の 時 に は 組み 込み 元 の フロ ッ ピ ビー ディスク の 「CONFIG.SYS」 や 「AUTOEXEC.BAT」 より 必要 
な パラ メー タ を '! や '? の 指示 に 従っ て 引用 し て きま す 。 


⑦ 組 み 込み 指示 メッ セー ジ 行 

組み 込み に 使用 する フロ ッ ピ ビー ディス ク を 指示 する た め の メ ッ セ ー ジ 行 で す 。 次 の 「 組 み 込 み 手順 」 を 実行 する 
前 に メッ セー ジ と し て 表示 され 、 キ ー 入 力 待 ち に な り ま す 。 挿 入 す る ドラ イブ 名 の 指示 は 、 そ の 都度 表示 し 、 変 更 
で きる の で 必要 あり ませ ん が 、 挿 入 す る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 名 称 を 正確 に 記入 する 必要 が あり ます 。「 デ ィ ス ク 
1 」 と か 「 デ ィ ス ク A」 な ど と いっ た 表示 で な く 、 そ の ソフ ト の ラベ ル に 書か れる 内 容 な ど を な る べく 分 か りや す 
く 指 示す る 必要 が ある で し ょ う 。 こ の メッ セー ジ 行 は 、 全 角 文 字 で 4 0 文字 (半角 で 8 0 文字 ) まで 書き 込む こと 
が で きま す 。 


⑧ 組 み 込 み 手順 定義 行 

組み 込み 時 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 必 要 な ファ イル を ハー ド デ ィ スク 内 に 作成 し た サブ ディ レク トリ に 転送 す 
る 手順 を 記入 し た 部 分 で す 。 ほ ぼ MS 一 DO S の バッ チ フ ァイル と 同じ 要領 で 記入 し ます 。 た だ し ここ で 使用 で き 
る 命令 は COPY と MD (MKDIR) だ け で す 。C D (CHDIR) な ど は 使用 し な いで くだ さい 。 

バッ チ フ ァイル で いう と ころ の 仮 の パラ メー タ % 1 及び % 2 に は 、 組 み 込 み 実行 時 に それ ぞ れ 組み 込み 元 ド ライ 
ブ 名 (' :' を 含む ) お よび 組み 込み 先 ド ライ ブ 名 (" :' を 含む ) を 代入 し て 実行 し ます 。 ま た この 組み 込み 作業 の 実 
行 時 に は 組み 込み 先 デ ィ レ クト リ が カレ ント ディ レク トリ に な っ て いま す の で 、 カ レン トド ライ ブ の カレ ント ディ 
レク トリ に ファ イル を コピ ー す る 形式 に 記述 し て くだ さい 。 
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COP Y の 一 般 的 な 記述 
COPY %1ABC.COM %2 
この 形式 で 組み 込み 元 デ ィ ス ク か ら 「ABC. COM」 と いう ファ イル を 、 組 み 込 み 先 の ディ レク トリ へ コ ピー し ます 。 
この と き 作 業 に 先立っ て 、「ABC.COMN」 と いう ファ イル が 元 の ディ スク に ある か どう か 、 エ ラー チェ ッ ク し ます 。 
ファ イル が 見 つか ら な いと き は 、 組 み 込み エラ ー と な り ま す 。 こ の 組み 込み 時 の エラ ー チ ェ ッ ク が 不 必要 な と き は 
「COPY」 の 代わ り に 「Copy」 と 頭 文 字 以 外 は 小文字 で 記述 し ます 。 


Copy %1ABC.COM %2 
この 書式 に より 、 コ ピー 元 フ ァイル が 存在 する と きのみ に コピ ー が 行わ れ ま す 。 も し コ ピー 対象 の ファ イル が 存 
在 し な いと き は 、 エ ラー に な ら ず に 、 次 の 手順 へ と 進み ます 。 
対象 ソフ ト が 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ の 場合 に は 、 辞 書 フ ァイル を ルー トディ レク トリ に 転送 し ます 。 ル ー ト 
ディ レク トリ に ファ イル を 転送 する 場合 に は 、「%2」 の 直後 に 「Y」 を 記述 し ます 。 


COPY %1ABC.DIC %2\ 
これ で ルー トディ レク トリ に コピ ー さ れる 指定 に な り ま す 。 た だ し 、 標 準 的 な 指定 で は 、 ル ー ト ディ レク トリ で あ 
っ て も 、 同 名 ファ イル が あれ ば 、 確 認 す る こと な く 上 書き を し て し まい ます 。 こ れ は 辞書 ファ イル な どの 場合 、 異 
な る フロ ント プロ セッ サ で 辞書 名 が た また ま 同 一 で あっ た 場合 な ど は 、 辞 書 が 勝手 に 書き 直さ れ て し まう 事故 が 起 
こり ます 。 そ の 場合 に は 、 書 き 込 み 先 の ファ イル 名 まで 、 パ ス を 含め て 指定 し ます 。 


COPY %ABC.DIC %2YABC.DIC 


この よう に 指定 する と 、 コ ピー 先 に 同一 名 ファ イル が 存在 する 場合 、 実 行 に 先立っ て 確認 し て きま す 。 
アプ リケーション の サブ ディ レク トリ の な か に 、 さ ら に 深い ディ レク トリ を 作成 し て 、 そ こ に ファ イル を コピ ー 
し た い 場 合 に は 、「MD」 を 併用 し て 記述 し ます 。 


MD %244A4 
COPY %1AAAY*. ま %2AAA 


この よう な 記述 で 、 組 み 込み 先 の サブ ディ レク トリ の 中 に 、 さ ら に 「AAA4」 と いう サブ ディ レク トリ を 作成 し 、 
組み 込み 元 の フロ ッ ピ ビー ディ スク の サブ ディ レク トリ 「YAAA」 の な か の 全て の ファ イル を 移す こと が で きま す 。 
"* や 'Y" の ワイ ルド カー ド は 、 コ ピー 元 の フ ァイル 名 を 指定 する た め に は いつ で も 使う こと が で きま す が 、 コ ピー 
元 の ファ イル 名 の 存在 チェ ッ ク は 行わ れ な く な り ま す 。 

組み 込み 元 の フロ ッ ピ ー が 1 枚 で 足り る 場合 は 、 次 の ⑨ の 終了 マー ク が 続き ます 。 し か し 、 複 数 枚 か ら の コピ ー 
作業 を 必要 と する 場合 、 作 業者 に フロ ッ ビ ピー ディ スク を 入れ 替え させ る 指示 を 表示 し 、⑦ こ ⑧ を 繰り 返し 、 必 要 な 
ファ イル を すべ て 組み 込ま せま す 。 

な お 、 前 半 で 説明 し た 、「CONFIG.SYS」 お よび 「AUTOEXEC. BAT]」 か ら の パラ メー タ の 転記 は 、 1 枚 目 の ディ スク 
に の み 行 われ る こと に な っ て いる た め 、 作 業 の 1 枚 目 に 必ず 起動 ディ スク を あて る よう に 1BF フ ァイル を 作成 し 
て くだ さい 。 


⑨ 終 了 マ ー ク 行 
組み 込み 手順 の 終了 を 宣言 し ます 。 “**' (半角 アス タリ スク 2 文字 ) で 、 こ れ は 決ま っ て いて 変更 する こと は 
で きま せん 。 


|IBF フ ァイル の コメ ント 行 

ここ か ら は 1BF の コメ ント 領域 で す 。 全 角 2 0 文字 (半角 で 4 0 文字 ) x 1 6 行 を 1 ペー ジ と し て 、 何 ペー 
ジ で も 記入 する こと が で きま す 。 

組み 込み 時 に 、 全 て の 作業 に 先だって 必ず 表示 され る の で 、 注 意 事項 や 作成 者 名 な ど を いれ て お く と よい で し ょ 
う 。 配布 用 と し て 1BF フ ァイル を 作成 する 場合 は 、 作 成 時 間 な ど を 表示 し 、 ア ッ プ デー ト の 利便 を 図っ て くだ さ 
(0 
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ご 使用 機種 | 本体 (CPU) 機種 名 
シリ アル NQ 
ハー ド デ ィ スク 装置 機種 名 
シリ アル NO 
増設 メモ リボ ー ド 機種 名 
シリ アル Na 購入 時 期 
0 
シリ アル N 
プリ ンタ な その他 の 搬入 捧 基 の 3 


生還 テテ エタ ー テ ーー ーー 
使用 MS 一 DOS に つい て 

バー ジョ ン 名 型番 
CO0MMAND.COM の 4141 ムスメ 977「( ) 

その ソフ ト を 得 た 手段 付属 (付属 ソフ ト 名 : 


AUTOEXEC.BAT の 内 容 を 写し 取っ て くだ さい 


ハー ド デ 


ディ スク の 残り 容量 


二宮 の ある アプリ ケーン シェ 名 

・ 障 害 の 発生 する 時 期 (起動 時 、 使 用 中 な ど ) 

・ 再 現 性 の 有無 (いつ も 起こ る の か ?) 

・ 発 生後 の 状況 (異常 動作 、 ハ ング アッ プ な ど ) 


その ほか の 状況 を な る べく 詳し く お 書 きく だ さい 。 別紙 で も 構い ませ ん 


この 用 紙 の 送付 先 : 株 式 会 社 アイ ソフ ト 
〒812 福岡 市 博多 区 博多 駅 前 4 一 25 一 14 HIRO ビ ル 8F 
サポ ー ト 電話 092 一 411 一 7182 


ユー ザー 登録 に つい て 


弊社 で は 、 ユ ー ザ ー サ ポー ト や バー ジョ ン ア ッ プ サー ビス な どの た め 
に 、 ユ ー ザ ー 登 録 ハ ガキ に よる お 客 様 の 登録 を させ て いた だ いて お り ま 
す 。 

ユー ザー 登録 ハガキ が ご 返送 され て いな い 場 合 に は 、 ユ ー ザ ー サ ポー 
ト 等 が 受け られ な い 場 合 が あり ます の で 、 必 ず ご 返送 くだ さい ます よう 
お 願い 致し ます 。 


お 問い 合わ せ に つい て 


弊社 で は 、 お 客 様 か ら の お 問い 合わ せ の 窓口 を 用 意 し 、 お 問い 合わ せ 
専用 の サポ ー ト ライ ン を 設置 いた し て お り ま す 。 製 品 に 関す る 技術 的 な 
ご 質問 等 は 、 上 弊社 サポ ー ト ライ ン ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 

な お 、 電 話 の 他 に お 手紙 に よる お 問い 合わ せ も お 受け いた し て お り ま 
す の で ご 利用 下さ い 。 


ユー ザー サポ ー ト ライ ン TEL 092-411-7182 
(祝祭 日 等 を 除く 月 金曜 日 の 13:00 て 17:00) 
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ーーー- 
5 ューーー 
mm ーー 
mhーー ーー 
mmーーー ーー 
ーー 
m ウ ーー ーー 
テーーー ーー 
ーー ニー デー 


株 式 会 社 ア イ ソフ ト 


〒812 福岡 市 博多 区 博多 駅 前 4 一 25 一 14 HIROL' ル 8F 


- 恒 主 


ユー ザー サボ ポー トラ イン TELO92-411 一 7182 
(祝祭 日 等 を 除く 月 一 金曜 日 の 13 : 00 一 17: 00) 


